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ササニシキの多系品鶏「ササニシキBLJについて

佐々木武彦1)阿部員三，松永和久，碍本栄治Z) 永野邦明，丹野耕一3) 

千葉芳則4) 狩野篤5)植松克彦，滝沢浩幸，早坂浩志6)涌井茂7) 

黒田倫子8)薄木茂樹9)千葉文弥，宮野法近古佐々木都彦，遠藤貴司

開ultiline設iceVariety of Sasanishi魁 "SasanishikiBし"

Takehiko SASAKI， Shinzo ABE， Kazuhisa MATSUNAGA， Eiji OKAMOTO， Kuniaki NAGANO， 

Koichi TANNO， Yoshinori CHIBA， Atsushi KANO， Katsuhiko UEMATSU，日iroyukiT AKIZA WA， 

Hiroshi HAYASAKA ， Shigeru WAKUI， Tomoko KURODA， Shigeki USUKI， Bunya CHIBA， 

Norichika MIYANO， Kunihiko SASAI江 andTakashi ENDO 

抄録

水稲品種ササニシキに9種類、のいもち病真性抵抗性遺伝子，すなわち+， Pii， Pik， Pik-m， Piz， Pita， Pita，Piz-t， 

Pibをそれぞれ毘し交配により導入した肉質遺伝子系統東北111主きから東北119主ままでを育成した.これらのうち詞

質性が確認された東北113号，向4号，潤5号，毘8号が1994年にササニシキの多系品種として一括して品種名がササニ

シキB1，登録番号が水稲農林間質327号と命名・登録され，同年から宮城県において日本初の多系品種として普及に移

された.以上の4系統はササニシキB1の構成品種として品題名，登録番号にし 2，3， 4の校番号を付して命名・登

録された.同質性が不十分な系統は民し交配が重ねられ，東北117号が1997年にササニシキB15号，東北116号が

1998年にササニシキB16号として，それぞれササニシキB1の構成品種として追加登録された.さらに，東北119号

は2002年にササニシキB17号として追加登録される予定である.ササニシキB1の各構成品種はいもち病真性抵抗性以

外の特性はササニシキとほぼ同じであり，それらを混合栽培することによりササニシキの弱点、であるいもち病の被害を受

けずにササニシキと向等な米の生産が期待される.

〔キーワード〕水稲，多系品種， [可質遺伝子系統，ササニシキB1，いもち病抵抗性，真性抵抗役

key word: paddy rice， multiline variety， isogenic line， Sasanishiki B1，blast disease resistance， 

true resistance 

緒言

宮城県古川農業試験場における指定試験事業で，

いもち病真性抵抗性遺伝子裂の異なるササニシキの

開質遺依子系統東北 1L 1号""9号を1986年に育成

した.これらの真性抵抗性推定遺伝子型は第1表に

示すとおりである.

これらのうち，ササニシキと同質性が確認された

東北IL3号，同4 間5号，間8号が1994年8

月にササニシキの向質遺伝子品種として品覆名「サ

平成14年3月22B受理

サニシキBLJ ，登録番号「水穏農林間質 327号J

と命名登録された.ササニシキBLを構成する以上

の4品種の品種名と登録番号はそれぞれササニシキ

BL1号，ササニシキBL2号，ササニシキBL3

号及びササニシキBL4号並びに水稲農林開質327-

i号，同327-2号，間327-3号，同327-4号である.

ササニシキBLは同年から宮城県で奨励品種とな

り，日本で初めての多系品種として普及に移された.

ササニシキとの同質性が不十分であった系統は引き
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第 1表 ササニシキの間質違法子系統の

真性抵誌性推定遺伝子型

系統名

東北 IL 1号

東北 IL 2号

東北 IL 3号

東北 IL 4号

東北 IL 5号

東北 IL 6号

東北 IL 7号

東北 IL 8号

東北 IL 9号

真性抵抗性推定遺伝子型

一γ

Pia，乃'i

Pia，乃'k

Pia，百k-m

Pia，月z

Pia，乃'ta

Pia，月ta-2

Pia， Piz-t 

Pia， Pib 

続き庚し交配が行われ，同質性が確認された系統

から頗次ササニシキBLの構成品種として追加登

録された.すなわち，東北 IL 7号は1997年にササ

ニシキ BL5号，7K穏農林間質327-5号，東北 IL 

6号は1998年にササニシキBL6号，水稲農林同質

327-6号として命名・登録が行われた.東北 IL 9 

号は2002年に，ササニ、ンキ BL7号，水稲農林向質

327号-7号として命名・登録が行われる予定である.

ここにササニシキBLを構成する γ品種の育成

経過及び特性の概要を報告する.これらの品種を

育成する過程で，いもち病真性抵抗性遺伝子型の

推定に関しては東北農業試験場水田利用部八重樫

博志水田病害研究室長に，いもち病圃場抵抗性の

検定では農業研究センター病害虫防除部内藤秀樹

水田病害研究室長並びに愛知県農業総合試験場山

間技術農業研究所いもち病指定試験地小泉信コ

任に多大なご協力を頂いた.特性検定試験及び奨

励品種決定調査の実施にあたっては，関係農業

試験場の担当者から多大な御協力を頂いた.ま

た， 日本で最初の多系品種を登録するにあたり，

命名登録，品種登録，米の検査及び銘柄等に関

する新たな取り扱いに関して，農林水産技術会

議事務局振興課，同連絡調整課，農蚕間芸局種

苗課及び食糧庁の関係各課の方々に特段の御記

慮を頂いた.以上の各位に心から感謝を申し上

げる.

育種昌標

宮城県古川農業試験場で1963年に育成したササ

ニシキは，多収・良質・良食味品種として東北地

域中・南部の平坦地帯に急速に普及し，育成数年

後には同地帯における主力品種となった. 1969年

に自主流通米制度や産地品種銘柄制度が創設され

米価に銘柄較差が導入されると，ササニシキは一

転して最高の銘柄米品種として評価され， 1970年

以降作付面積はさらに増加した.しかし， 1970年

代に入ると気象変動が激化してササニシキの生産

は量・賓ともに不安定となった.特に， 1971年，

1974年， 1976年と相次いで、いもち病が激発し，サ

サニシキはi収量，品質共に大被害を受けた.

ササニシキの欠点であるいもち病問場抵抗性を

改良する育種はササニシキの育成直後から行われ

ていたが，多数の遺伝子が関与するいもち病問場

抵抗性とササニシキ並の良品質・良食味を同時

に満足させる育穫は非常に困難であった.その

上，いもち病圏場抵抗性を強化する技術上の問

題もあったため(阿部・佐々木 2001)，ササニ

シキを凌駕する品種の育種は難抗した. しかも，

当時ササニシキの市場評倍は絶大でその銘柄は絶

対的な力を持っていたので，i反に，ササニシキに
優る新品種が誕生したとしても，無名の新品種で

ササニシキを代替することは不可能に近い状況で

あった.したがって，ササニシキの基本的な特性

は変えずにいもち病抵抗性だけでも改善しようと

考え，いもち病真性抵抗性を組み込んだ間質遺伝

子系統を育成し，それらを多系品種として利用

しようと考えた.

育成経過

以上の育種目標にしたがって，当時知られてい

たいもち病真性抵抗性遺伝子十数個の仁ゃから主な

遺伝子を選び，それらを一組ずつササニシキに導

入する一連の庚し交配を1977年から開始した.

1985年に真性抵抗性遺伝子以外の諸特性がササニ

シキとほぼ同質と認められた系統を選抜し， 1986 

年にそれぞれ東北 IL 1号から東北 IL 9号の系

統名を付与した.その後，同質性の不十分な系統

はさらにササニシキの庚し交配を重ねた.なお十

聖の東北 IL 1号を育成した理由は，当初，サ

サニシキの持つPiaを除去して単一の真性抵抗

性遺伝子を持つ同質遺伝子系統を育成するため

であったが，育種年月が長期間に及ぶためその
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目標は途中で中止した.

以下に育成した間質遺伝子系統のうちササニ

シキの多系品種ササニシキ BLの構成品種とし

て命名登録された各品種の育成経過について報

告する.

1 .ササニシキ8し1号(I日系統名:東北 1L 3号，

交配総合せ:ササニシキ*7/出系 780)

ササニシキBLl号の系譜は第1図，育成経過は

第2表に示すとおりである.ササニシキBLl号は，

ササニシキにいもち病真性抵抗性遺イ云子Fikの導入

を自標として， 1977年8月から1983年4月まで，曲

3 

系 780を一回親，ササニ、ンキを反復親とした戻し交

配を6由行って育成した系統である.交配過程では，

原則として，ササニシキを母親側に使用した.庚し

交配は，いもち病菌レース 003 (菌株名:研54-2

0) に抵抗性の個体を選抜して交配親として使用し

た. 1980年には， B4F2雑種集団を本田に養成して選

抜を行い，以後再び戻し交配を行った. 1983年4月

に6回目の庚し交配を行い，間年4月から 8Aまで

B6ドlの世代促進を行い， 1984年B6F2系統の幼萄時

にレース 003に対する抵抗性僧体を合む系統を本田

に養成し，以後系統栽培して選抜固定を図ってきた.

ササニシキ
勺 ド「すニシキBLl

1 s，F，-s，F， l s，F， J B，F， -s，F， -B.F， J-B，F， J i ト，F，-B，F2-B4F3 ...... 
←B3F， ..... 

B2F， -B2F2 ..... 
円ド
A
n
D
 

FA 
n
p
 

-iJ 
O
キ

8

シ

7

ニ

系

サ

曲

サ

第 1図 ササニシキ8し1号の系譜

第2表 ササニシキ8し1号の育成経過(特ニシキ*7/曲系780)

年次 1983 ， 84 ， 85 ， 86 ， 87 ， 88 ， 89 ， 90 ， 91 ， 92 ， 93 

項目 世代 交配本 B"F， B6F2 B6F3 B6F4 B6F5 B6F6 B6F7 B6F8 B6F9 B6F， r， B6F" 

栽植系統群数 つ“ 2 3 3 3 4 4 3 2 

栽櫛系統数 10ホ本 (10)説本* 5 8 13 9 9 9 12 12 9 15 

系統内個体数 40 60 60 60 60 60 60 60 60 60 

選抜系統数 つ“ 2 3 3 3 4 4 3 つω 

注)* I土最終回の交配，山は結実粒数は世代促進， ( )内は個体数

第3表 奨励品種決定調査実施笥所数

年次 1990 
世代 ふれ

， 91 

B6F9 

， 92 

B6F， r， 
， 93 

B6F" 

筒所数 2 2 2 2 

1985年 B6F3世代で諸特性を調査し， 目標とした

真性抵抗性遺伝子以外はササニシキと差が認められ

なかった系統に，興費遺伝子系統東北 1L 3号の系

統名を付し，以後系統栽培を行ってきた.

1994年震はB6F12である. 1994年8月に水稲農林

間質327-1号に登録，ササニシキBL 1号と命名

され，民年宮城県の奨励品種に採用された.ササニ

シキBLl号の育成系統図は第2閣のとおりであり，

世代別の奨励品種決定調査実施議所数は第3表のと

おりである.
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， 93 

B6F" 
， 92 

B6F，“ 
， 91 

B6F9 
， 90 

B6F8 
， 89 

B6F7 
， 88 

B6F6 
， 87 

B6F5 
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B6F4 
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B"F3 
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B6F2 

市
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新品種候補東北IL3号備考

注)0が選抜系統
ササニシキBL1号の育成系統関

た. 1980年には， s2F 2雑種集団を本田に養成して選

抜を行い，以後再び戻し交配を行った. 1982年8月

に5由自の戻し交配を行い， 1983年には本田におい

てs5F，雑種集団を栽培して個体選抜を行い， 1984年

にs5F2系統の幼苗時にレース 003に対する抵抗性の

個体を含む系統を本閏に養成し，以後系統栽培して

選抜固定を闘ってきた.

1985年 B5F3世代で諸特性を調査した結果，自標

とした真性抵抗性遺伝子以外はササニシキと差が認

められなかった系統に，同費遺伝子系統東北 1L 4 

号の系統名を付し，以後系統栽培を行ってきた.

第 2図

2. ササニシキBL2号(旧系統名:東北 1L 4 

交配組合せ:ササニシキ*6/ツユアケ)

ササニシキBL2号の系譜は第3図，育成経過は

第4表に示すとおりである.ササニシキBL2号は，

ササニシキにいもち病真性抵抗性遺伝子Pik-mの導

入を目標として， 1978年8月から1983年4月まで，

ツユアケを一回親，ササニシキを反復親とした戻し

交配を 5回行って育成した系統である.交配過程で

は，原則として，ササニシキを母親側に使用した.

庚し交配は，いもち病菌レース003(菌株名:研54-

20) に抵抗性の個体を選抜して交配親として技用し

サニシキBL2号
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ササニシキBL2号の系譜第3堕

ササニシキBL2号の驚成綾過(サザニシキキ6/ツユ7ケ)第4表
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(38) 

)内は倍{本数注)本は最終回の交配，件 i土結実粒数，

世代別の奨励品種決定課査実施簡所数は第5表のと

おりである.

1994年8月に水稲農林同

と命名さ

ササニシ

1994年度はB5F12である.

質327-2号に登録，

れ，同年宮城県の奨励品種に採用された.

キBL2号の育成系統閣は第4留のとおりであり，

ササニシキBL2
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1984 ， 85 ， 86 ， 87 ， 88 ， 89 ， 90 91 ， 92 ， 93 

B5F2 B5F与 BsF.; B5F5 B"F， B5F， B5F8 B5F" B5Fl (， B5Fl ' 

@ 日 日 日 同 同 円 目
10 

注)0が選抜系絞

第ヰ臨 サ4j-ニシキ8し2号の育成系統図

第5

今三 次

1笠代

奨動品議決定誤査実施欝所数

1990 
B5Ft 

2 

， 91 

B5F" 

2 

， 92 ' 93 

B5F， f< B5F，ム

2 2 

3. ササニシキBL3号([日系統名:東北 1L 5 ， 

交配組合せ.ササニシキ*7/フクニシキ)

ササニシキBL3号の系譜は第5[盟，育成経過は

第6表に示すとおりである.ササニシキBL3号は，

ササニシキ

ブクニシキ
ササニシキ

ササニシキにいもち病真性抵抗性遺伝子Pizの導入

を目標として， 1977年8月から1983年4月まで，ブ

クニシキを一回親，ササニシキを反復親とした戻し

交配を 6回行って育成した系統である.交配過程で

は，原則として，ササニシキを母親側に使用した.

し交配は，いもち病藷レース003 (菌株名.研54-

20) に抵抗性の個体を選抜して交配親として使用し

た. 1980年には B，Fz雑種集団を本田に養成して

選抜を行い，以後再び戻し交配を行った.

1983年4月に6問自の畏し交配を行い，同年4月

から 8月まで B6Flを説室で世代促進を行い， 1984 

第5罰ササニシキBし3号の系諮

第6表 ササニシキ臼し 3号の育成経過(すすニシ科7/7クニシキ)

年次 ， 84 ， 85 ， 86 ， 87 ， 88 ， 89 ， 90 ， 91 ， 92 ， 93 

項目 世代 B6Fl B6F2 BわF3 B6F， BcF5 B6Fぷ B6F7 B6F， B6F9 B6F"， B，F， 1 

栽植系統群数 2 3 3 3 4 4 4 3 2 
栽植系統数 8本文 (8)本"" 6 8 16 9 9 12 12 12 9 20 
系統内個体数 40 60 60 60 60 60 60 60 60 60 
選抜系統数 2 3 3 3 4 4 4 3 2 

j主)*，土最終回の交配， (土結実粒数，絞殺放は世代促進， ( )内は倒{本数

にBnFz系統の幼苗時にレース 003に対して抵抗性

個体を含む系統を本罰に養成し，以後系統栽培して

選抜閤定を図ってた.

1985年 BsF3世代で諸特性を調査した結果，目標

とした真性抵抗性遺伝子以外はササニシキと差が認

められなかった系統に同質遺伝子系統東北 1L 5 

号の系統名を付し，以後系統栽培を行ってきた.

1994年度はB6F1 zである. 1994年 8月に水稲農林間

質327 3号に登録，ササニシキBL3号と命名さ

れ，同年宮城県の奨励品種に採用された.ササニシ
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おりである.キBL3号の育成系統図は第6留のとおりであり，

世代別の奨励品種決定調査実施笹所数は第7表のと

， 93 
B6Fιl 

， 92 
B6F， (> 

， 91 
B，F9 

， 90 
B6F8 

， 89 
B，F7 

， 88 

B6F6 
， 87 
B6F5 

， 86 
B6F4 

， 85 
B6F3 

1984 
B6F2 

持口
d

パ
H凶
ψ

同
Hhd

け
岡
山
リ

ゆ
れ
勺日日

品
H
いい
4

ー
:
④
:
6

新品種候補東北IL5号備考

注)0が選抜系統

ササニシキ8し3与の育成系統国

交配を 5回行って育成した系統である.交配過穏で

は，原則として，ササニシキを母親側に使用した.

し交配は，いもち病菌レース003(菌株名:研54-

に抵抗性の個体を選抜して交配親として寵用

第6図

紫勧品種決定調査実施箆所数第7表

20 ) 

1980年に BsF，雑種集団を本田に養成して個

体選抜を行い， 1982年に B5F3系統を葉いもち検定

悶場に系統を養成し，抵抗性系統を選抜して温室で

種子を増殖し， 1983年に BsF"派生系統を栽培して，

個体選抜を行い，以後系統栽培を行って選抜固定を

した.

， 93 

B6Ftl 

(1日系統名:東北 IL 8 

交配組合せ:ササニシキ*6/76FG-88) 

ササニシキBL4号の系譜は第7~l，育成経過は

2 

4. 

， 92 
BぃF，(， 

2 

1

9

 

Q
d
hト
a

'

o

 
n
D
 

2 

1990 
B6F， 

2 

ササニシキ8し4

次

代

箆所数

年

世

図ってきた.

1985年 B"FG世代で諸特性を調査した結果，目標

とした真性抵抗性遺伝子以外はササニシキと差がな

いと認められた系統に，間質遺伝子系統東北 IL 8 

号の系統名を付し，以後系統栽培を行ってきた.

第8表に示すとおりである.ササニシキBL4号は，

ササニシキにいもち病真性抵抗性遺伝子 pjz-tの導

入を目標として， 1977年8月から1979年4月まで，

76Fr;-88を一由親，ササニシキを反復親とした喪し

1
L
 

n
D
 

ル午
1

寸

i
l
i
L
i
J

勺
i
1
1
1
1
1
ト
J

寸

i
l
-
-
L
J

寸
E
l
i
t
-
-
L
1
4

円ド

a
p
ド
A
n
D
 

1hJ 
8

キ

一
、
ン

F

一

ー
サ

引

サ

ササニシキ

ササニシキ8し4号の系譜第7臨

ササニシキBL4号の選抜経過(刊ニシキキ6/76F6-88)第8表

， 93 

B"F'4 

， 92 

B5F'"j 

， 91 

B5F 12 

， 90 

B5F'l 

， 89 

B5F， (， 
， 88 

B5F9 

， 87 

B5F吟

， 86 

B5F7 

， 85 

B"Fめ

， 84 

B"F5 

， 83 

B5F" 

， 81 

B5F， 
， 80 

B5F2 
年次 1979 
世代交配泌 B5F，項目

栽植系統群数
栽楠系統数 48*家 (48) (48) (23) (120) 
(個体数温室栽培)
系統内個体数
選抜系統数

4 

25 
4 

12 
4 

9 

3 

12 
4 

12 
4 

9 

3 

6 

つ

6 

つ

6 

2 

10 

60 

1 

60 
4 

60 

4 

60 
3 

60 

4 

60 
4 

60 

3 

60 60 
2 

40 
2 )

 

円りl
 
(
 

注)ホは最終回の交配， )内l土個体数

(23) (10) 

l土結実粒数，功水本i土世代促進.
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1994年度はB5F 15である. 1994年8月に水稲農林間

質327-4号に登録，ササニシキBL4号と命名さ

れ，同年宮城県の奨励品種に採用された.ササニシ

i 

キBL4号の育成系統図は第8函のとおりであり，

世代別の奨励品種決定調査実施箇所数は第9表のと

おりである.

1984 ， 85 ， 86 ， 87 
B5F5 B5F6 B5F7 B5F8 

⑤ 
自 目

10 

備考 東北IL8号

注)0が選抜系統

第8図

， 88 ， 89 ， 90 ， 91 ， 92 ， 93 
B5F9 B5F，，， B5F" B5F" B5F 13 B5F， " 

百 自 日 日 日

新品種候補

ササニシキ8し4号の育成系統鴎

抵抗性の個体を選抜して交配親として使用した.

1980年には， B，ド2雑種集団を本田に養成して選抜を

行い，以後再び麗し交配を行った. 1982年8月に6

回目の認し交配を行い， 1983年には，本田において

B，F，雑種集団を栽培して個体選抜を行い， 1984年に，

B5F2系統の幼苗時lこ， レース 003~こ対して抵抗性個

体を含む系統を選抜して本田に養成し，以後系統栽

第9表 奨励品題決定調査実施笛所数

年次 1990 '91 '92 '93 

世代 B5F" B5F" B5F'3 B5Fl" 

箇所数 2 2 2 2 

5. ササニシキBし5号(旧系統名:東北 IL 7号，

交自己組合せ:ササニシキ*7/曲系 737)

ササニシキ BL5号の系譜は第9関，育成経過は

第10表に示すとおりである.ササニシキBL5号は，

ササニシキに真性抵抗性遺伝子Pita-2，の導入を目標

として， 1977年8月から1983年4月まで，由系737

をー由競，ササニシキをfX復親とした渓し交配を6

回行って育成した系統である.交配過程では，涼員Ij

として，ササニシキを母親側に使用した.戻し交西日

は，いもち病蕗レース 003(菌株名:研54-20)に

培して選抜臨定を図ってきた.

1985年B6Fs世代で諸特性を調査した結果， 目標と

した真性抵抗性遺伝子以外はササニシキと ない

と認められた系統に，同質遺伝子系統東北 IL 7 

の系統名を付し，以後奨励品種決定調査に配布して

きた. 1997年8月に水稲農林間質327-5号に登録，

ササニシキBL5号と命名され，同年宮城県の奨励

品種に採舟された.ササニシキBL5号の育成系統

閣は第10図のとおりであり，世代531Jの奨励品種決定

調査実施箇所数は第11表のとおりである.

ササニシキ 口すnD
 

1
1
1
i
r
j
 l i IB--BF  

十 B4F，.... 
B.F，-B3F.-B.F.-B.F. .... 

助系737
ササニシキ

Fa 
n
D
 

F
ド
Ano 

-
-
i
L
j
 

円
相
且nD
 

E且nD
 h- 第9函 ササニシキ8し5号の系譜
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第10表 ササニシキ8し5号の育成経過(ササニシキ*71曲系737)

年次 1982 ' 83 ' 84 ' 85 ， 86 ， 87 ， 88 ， 89 ， 90 ， 91 ， 92 ， 93 ， 94 ， 95 ， 96 

項目 世代交配本弘、Fl B6F， B"L B6F4 B6F5 B6Fそ B，F; B6FH B6F，. B6F‘i. B6Fll BむF‘: B6F12 払F13

栽植系統群数 つ“ 2 3 3 3 4 3 5 3 2 4 7 

栽植系統数 61玄本 (7) 生 8 6 9 9 9 12 ヲ 15 20 15 30 45 
系統内館体数 40 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 

選抜系統数 (6) 2 つ“ 3 3 3 4 3 5 3 4 7 3 

注) は最終回の交配，… l土結実粒数， ( )内は個体数
1993年は冷主主のためt世代を進めなかった.

1984 ， 85 ， 86 ， 87 ， 88 ， 89 ， 90 ， 91 ， 92 ， 93 ， 94 ， 95 ， 96 
B勺F， BりF3 B6F4 B"F5 B6Fわ B6F7 B"F8 B6F9 B6Fl ，. Bi，Fll B6Fl J B"Fl包 B勺L3

CD 日f1 目 日 自2 
3 
4 

備考 東北IL7-iラ 新品種候播

注)0が選抜系統. 1993年は冷ミさのためi別交を進めなかった

第10国 ササニシキ8し5号の育成系統図

第11 奨励品種決定誤査実施箇所数

年

ill: 
次
代

1995 ' 96 

B"F l' B母FJ3 

2 5払

6. ササニシキBし6号(I日系統名.東北 IL 6号，

交配組合せ:ササニシキ *12/蔀系808)

ササニシキBL6号の系譜は第11鴎，育成経過は

第12表に示すとおりである.ササニシキBL6号は，

ササニシキにいもち病真性抵抗性遺伝子 Pitaの導

入を自標として， 1978年 8月から 1982年4月まで，

曲系 808を一回親，ササニシキを反復親とした毘し

交配を8回行って育成した系統である.交記過程で、

は，原則としてササニシキを母親側として使用した.

し交配の過程では，いもち病醤レース 003(菌株

名:研54-20) に抵抗性の個体を選抜してそれらを

ササニシキに対する交配親として使用した.これら

の戻し交配は1笠代促進温室内で行った. 1980年には

B5F2雑種集団を本田に養成してササニシキに近い特

性を持つ偲体の選抜を行い，以後再び世代促進組室

内で戻し交配を重ねた. 1982年 8月に 8由自の戻し

交配を行い， 1983年には本田においてB，F!雑種集団

を栽培して偲持議抜を狩い， 1984年にB6F，系統の幼

苗時にレース 003に対して抵抗性の僧体を選抜して，

本部に養成し，以後系統栽培して選抜固定を図って

きた.

1
1
i
i
i
L
i
J
 

1
i
l
l
-
i
f
 

「
ili--21SLid

PB，J即時
サすニシキ 同

i
l
l
a
-
-
L
J

一il
i
l
i
-
-
L
J

l
 

n
ド
a

・
2
 

n
p
 

1
l
h
-

曲

付

第11図 ササニシキBし6号の系議
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ササニシキ8し6号の選抜経過(ササニシキ*12/曲系808)第12表

， 97 

BllF7 

， 96 

BlJF6 5
 

Z
U

む
A

Q

d

u

 

'

n

D

 

， 94 

BlJF， 
， 93 

BllF， 
， 92 

BllF3 

， 91 

BllF2 

ハリ
v

h

ド
A

Q

d

H

 

'

n

D

 

1989 
交誼*

年次

世代項目

栽構系統群数
栽植系統数
系統内鱈体数
選抜系統数

4

5

0

4

 

2

6

 

A
A

ハ
り
ハ
り

4
吐

っ、
U
6

つム
}
A
V
A
V
A
A

1
i
n
b
 

1
i
F
b
n
り
つ
μ

G
U
 

1
i
r
D
A
V
 

G
U
 

1

2

0

1

 

n
b
 

つω
ワ
ム
ハ
り
つ
ω

ハ
b

(24) 54木本

( 2) 

年
世

'97 
BIIF7 

奨励品種決定調査実施笛所数

， 96 

B!lF" 
1995 
BIIF5 

第13表

次

代

8本

注)本現地調査会む。

5不2 笛所数た.

， 97 

BllF7 
， 96 

BllF， 
， 95 

BllF5 
， 94 
BllF， 

， 93 
BllF， 

， 92 

BllF3 
1991 
B"F， 

ー
②
3
4
5

「ト
l
r
|「
L

1
2
3
④
5
 

「
L
i
l
r
|「
L

-A
つ

白

内

δ
4
4
円
U

r
L
l
L
i
L
i
L
 

-
②
3
 

「
i
「
し① 

新品種候補東北IL 6 94P707 93P708 92P713 備考

注)0が選抜系統. 1993年は冷害のため位代を進めなかった.

視室内で戻し交配を重ねた. 1982年4月に 6回目の

し交配を行い， 1983年4月から 8月まで B6Ft雑種

集屈の中からレース 003tこ対する抵抗性の鰐体を選

抜して温室で栽培して集団採種を行い， 1983年 B6F，

雑種集団を本田に栽培して個体選抜を行い，以後系

統栽培して選抜国定を習ってきた.

1985年 B6F4世代で諸特性を調査した結果，目標と

した真性抵抗性遺伝子以外はササニシキと差がない

と認められた系統に，伺質遺伝子系統東北 1L 9 

の系統名を付し，奨励品種決定調査に配布してきた.

2002年3月官城県の奨励品種に採用され， 2002年に

水稲農林向笠327-7号に議録，ササニシキ BL7

号と命名される予定である.ササニシキBL7号の

育成系統閣は第14図のとおりであり，世代別の奨励

品種決定調査実施笛所数は第15表のとおりである.

7. ササニシキBL7号 (1日系統名:東北 1L 9 

交配組合せ:ササニシキ*7/曲系872)

ササニシキBL7号の系譜は第13図，育成経過は

第14表に示すとおりである.ササニシキBL7号は，

ササニシキにいもち病真性抵抗性遺伝子 Pibの導入

を臣標として， 1977年8月から1982年4月まで，曲

系 872を一回親，ササニシキを反復親とした庚し交

配を6回行って育成した系統である.交配過程では，

原則として，ササニシキを母親側として使用した.

し交配の過程では，いもち病菌レース003(菌株

名:研54-20) に抵抗性の個体を選抜して，

をササニシキに対する交配親として使用した.

らの戻し交配は世代促進温室内で、行った. 1980年に

はB4F，雑種集団を本田に養成して，ササニシキに近

し、特性を持つ個体の選抜を行い，以後再び世代促進

ササニシキBL6号の育成系統図第12図

それら

これ

注*I土最終回の交配，山は結実粒数， ( )内は個体数

1993年は冷害のためtlt代を進めなかった.

1985年 BllF3世代で諾特性を調査した結果，目標

とした真性抵抗性遺伝子以外はササニシキと差がな

いと認められた系統に，間質遺伝子系統東北 1L 6 

号の系統名を付し，奨励品種決定調査に配布してき

1998年8月に水稲農林間質327-6号に登録，

ササニシキBL6号と命名され，同年宮城県の奨励

品種に採用された.ササニシキBL6号の育成系統

鴎は第12図のとおりであり，世代別の奨励品種決定

調査実施箇所数は第13表のとおりである.
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口
す

I
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U
 

ルワ品リ

寸
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i
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ササニ、ンキ

h
H
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れド
A
n
D
 LJ 

2

キ

7

シ

8

ニ

系

サ

曲

サ

B5Ft 
B4Ft ""'B，F3 

B3Ft 
B2Ft 

第13図 ササニシキBL7号の系譜

第14表 ササニシキBL7号の選抜経過(ササニシキ*6/3/ササニシキ/曲系872//サザニシキ)

年次 199495  '96 '97 弼

項目 世代交配 B7F， B7F， B7F3 B7F， B7F， B7F， 

， 99 

B7F7 

， 01 2000 

B7F， Q
-

nド皐7
 

n
D
 

栽撞系統群数

栽植系統数

系統内個体数

選抜系統数

26不本 (200) 

30 

3 

60 

つω
η

δ

れ
リ
ハ

b

つω
η

δ

凸
りpb
 

ヮ“

q
u
n
v
A吐

ρ
む

つ
“ 

つ
“ 

つ
“ 

I主)* I土最終協の交配は結実粒数， ()内は{図体数. 6由民までの渓し交配については126ページを参照.

第15~受 奨励品種決定誤査実施箇所数

1997 ， 98 ， 99 2000 '01 
年次 1999 2000 ， 01 

世代 B7F7 B7F6 B7F8 
B7Fら B7f<¥， B7F7 B7F， B7F8 

筒所数 2 4氷 3不

2 
注)水現地調査会む。

3 

140 5 5 

97S1263 98P766 99ILl53 OSB-2 BL7号

波)0が選抜系統

第14留 ササニシキBし7号の育成系統語

特性の概要

これらの品種の特性はいもち病抵抗性以外はサ

サニシキと同じであり，主要特性は下記のとおりで

ある.

1 .一般特性

1 )形態、的特性

各系統の移植時における苗の草丈，葉色は「中J

である.稗長は「やや長J，穂長は「中J，穂数は

「多J，草型は f穂数型Jである.稗の太

さは「やや締J，稗震は「柔」で，目n1倒伏性は

「弱Jである.粒着密度は f中J，脱粒性は f難J， 

でさの多少は「極少J，さの長短は「矩」である.護

頴の色は f淡黄J，ふ先色，頴色は「黄白j である

(第16""'18表，第15""'22国) • 

2) 出穂期・成熟期

各系統の出穂期，成熟期の早晩性はササニシキと

閉じであり，育成地では「中生の娩jである(第

17表) • 



11 佐々木ら.ササニシキの多系品種「ササニシキ BLJについて

特性調査成鑓第16表

脱粒性粒着密度頴色ふ先色護頴の色
一一直一一
草丈葉色

名種口口口

産

ササ二乙々 BL1号

サザエ手々 BL2号

サザ三手々 BL3号

サザエ乙々 BL4号

サザ二シ々 BL5号

サザ二ケc¥'-BL6号

ササヱ手々 BL7号

ササニシキ

難

難

難

難

難

難

難

難

中

中

中

中

中

中

中

中

黄白

黄白

黄白

黄白

黄白

黄白

黄白

黄白

自

白

白

白

白

自

白

白

黄

葉

黄

黄

黄

黄

葉

黄

黄

黄

葉

黄

黄

黄

葉

淡

淡

淡

淡

淡

淡

淡

淡

中

中

中

中

中

中

中

中

程多少長短

短

短

短

短

短

短

短

短

極少

極少

極少

極少

極少

極少

極少

極少

同IJ柔

柔

柔

柔

柔

柔

柔

柔

柔

細太

や細

や細

や細

や細

や締

や絡

や細

や細

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

生育及び収震調査結果の平均値(標語区)第17表

玄米

千粒重
(g) 

米
比
紛

玄

重

(

玄米重全数穂、穏長稗長倒伏

程度
(0-4) 

実
数
り

結
日
行

一
同
期
間

穂
数
り

到
日
付

出穂

期

(日)

品種名

(kg/a) (kg/a) (本1m2)(cm) (cm) 

20. 0 

19. 9 

101 51. 6 

51. 2 

125 

126 

471 

483 

17.3 

17.3 

76. 7 

76. 1 

1.9 
2.0 

46 

47 

9.26 

9.26 

80.9 

80.5 

8.11 

8. 10 

すすニシキBL1 

ササニシキ

19. 7 
19.9 

102 51. 9 

51. 0 

126 

126 

497 

489 

17.4 

17.3 

76.6 

75. 7 

2.0 

2.0 

47 

48 

9. 26 

9. 25 

80. 1 

80. 1 

8. 11 

8. 10 

すすニシキBL2

ササニシキ

19. 8 

19. 9 

101 50.8 

50. 2 
123 

125 

469 

493 

17.4 

17.4 

77. 1 

75.4 

2.0 

1.9 

47 

47 

9. 26 

9. 26 

80. 1 

80. 3 

8. 10 

8. 10 

すすニシキBL3

ササニシキ

19.8 

19.9 

101 51. 0 

50. 3 
126 

126 

468 

488 

17.3 

17.3 

77.0 

76. 3 

2.0 

1.9 

47 

47 

9.25 

9.26 

79.8 

80.3 

8. 10 
8. 10 

村ニシキBL4号

ササニシキ

20. 3 

20. 2 

100 51. 7 

51. 9 

127 

128 

497 

490 

16.8 

17.3 

78. 8 

78.2 

2. 0 

2. 0 
46 

47 

9.25 

9. 26 

8. 10 

8. 10 

すすニシキBL5

ササニシキ

20.8 

20. 7 

102 53. 7 

52.6 

135 

133 

488 

469 

16.8 

17.0 

82. 1 

82.4 

2. 1 

2. 1 
45 

46 

9. 24 

9. 24 

8.09 

8. 10 
すすニシキBL6

ササニシキ

20.5 

20.9 

101 56. 3 

55.9 

134 

135 

462 

457 

17.9 

17.6 

85. 3 

85.2 

2.4 

2. 6 

48 

48 

9.23 

9.23 

8.06 

8.06 

すすニシキBL7号
ササニシキ

1992， 94~1996年の平均値，成?主1)すすニシキBL1 号~すすニシキBL4 号は1985~1992年， ササニシキBL5 号は 1985~92. 94~ 1996年， すすニシキBL6号は

熟期，結実日数l土1989年をj徐いた平均値.

の反

r Piz-t (Pia)型J， 

の反応を示し rPia， Pita-2f::型J， 

ササニシキ BL6号は「シモキタ型j

ササニシキBL7号は rPia， Pib 

ササニシキBL5号

の反応を示し

ササニシキ BL4号は「とりで1号型j

r Pia， Pita型J， 

と推定された(第四， 20表). 

4号については検定菌株がないため rPiaJ 

は「レイホウ型j

型J， 

応を示し

2)ササニシキBL7 号は1999~2001年の平均値.

耐需性

1)いもち病抵抗性

( 1 )真性抵抗性

10菌系のいもち病麗株の砲子懸濁液を4葉苔に噴

霧接種し，その反応から真性抵抗性遺伝子型の推定

を行った.

2. 

ササニシキBL型J

の有無

については確認できなかった.

の反応

ササニシキBL2号は f杜

その結果ササニシキBLl号は「杜稲型j

r Pia， Pik型J， 

の反応を示し rpia.Pik-m型J， 

を示し

稲型J ササニシキ

r Pia， Pi z しの反応をrZeni th型JBL3号は
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(多杷区)生省及び収量調査結果の平均第18~受

玄米

千粒震
(g) 

米
比
紛

玄

重

(

玄米重全重数穂、穂長得長倒伏

程度
(0-4) 

実
数
日

結

B
付

あ

円

)

蹴
期
日

穂
数
日

到
日
付

出穂

期

(日)

品種名

(kg/a) (kgl a) (本1m2)(cm) (cm) 

20.6 

20.4 

103 ハり

A
斗
A

r
D

つd

f
円

U
F
h
u

134 

132 

461 

477 

17.5 

17.6 

78.9 

76. 7 

1.9 
1.9 

44 
45 

9. 23 

9. 23 

80. 3 

79. 5 

8 10 

8. 9 

すすニシキBL1 

ササニシキ

20. 1 
20.4 

103 55.2 

53.9 

134 

132 

497 

472 

17.6 

17.4 

78.8 

76.8 

1.8 

1.9 

45 

45 

9.23 

9. 23 

79. 5 

79. 8 

8. 9 

8. 9 

すすニシキBL2号

ササニシキ

20.5 

20.4 

104 5
4
A
 

C
U
A
a
z
 

pb
巳
U

137 

132 

462 

464 

17.5 

17.5 

79.2 

77.5 

1.3 

1.9 

45 

45 

9.22 

9.23 

79. 5 

80. 0 

8. 9 

8. 9 

すすニシキBL3

ササニシキ

20. 2 
20. 6 

103 55.6 

54. 1 

133 

131 

457 

474 

17.7 

17.7 

77.4 

75.8 
1.2 
1.2 

45 

45 

9. 22 
9. 23 

79. 0 

80. 0 

8. 8 

8. .9 
すすニシキBL4

ササニシキ

21. 0 

20. 8 
101 56.4 

55.9 
134 

135 

461 

473 

17.2 

17.6 

79.3 

78.5 

1.7 

1.7 

46 

45 

9. 24 
9. 24 

8. 09 

8. 09 

付ニシキBL5号

ササニシキ

21. 2 
21. 1 

103 56.9 

55.5 

155 

153 
484 
506 

17.6 
17.5 

85.4 

86.6 

3. 3 

3.3 

52 

52 

10. 01 

10. 01 

8.11 

8.11 

すすニシキBL6

ササニシキ

21. 3 

21. 9 
99 60.2 

61. 1 
152 

151 

493 

501 

18.3 

17.8 

84. 9 

83. 6 

1.9 

1.7 

49 

49 

9. 22 
9.22 

8. 05 

8. 04 

付ニシキおし7号
ササニシキ

注 IIけニシキBL1 号~すすニシキBL4 号i土 1989~1992年， ササニシキBL5 号は 1989~92 ， 94~1996年， すすニシキBL6 号は1996~97年， すすニンキBL7号は
1999~2001年の平均値.

2)成熟期，結実日数は1989，93年を除いた平均値

真性抵抗性遺伝子型の推定

系統名

真性

抵抗性

推定

遺伝子型

第19表

菌 株 名(レース)

研54 長69 1104 2601 稲72 TH68 Yu-01 長68 研60 F67 TH80 稲168 研53

-20 -150 -3 …4 -2 -126 (033 -182 -19 -57 -8 -33 

(003) (007) (013) (017) (031) (033) b+) (035) (037) (047) (073) (101) (137) (303) 

P2b 

Pik， Pia 

Pik-m， Pia 
Piz以

Piz-t* 

Pita-:! 

Pita， Pia 

Pib， Pia 

Pia 

R

R

n

n

o

れ

s

c

u

D

U

S

S

S

R

R

R

S

R

S

 

n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n抗

S

S

S

R

R

R

2

5

 

R

R

S

R

R

R

R

S

 

n
b
q
u
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
u
n
b
 

n
n
n
n
n
n
n
n
n
k
n抗

n抗

n民

n
b
q
u
n
n
n
n
n
n
u
n
k
u
n
b
q
u
 

S

S

R

R

R

R

R

S

 

n
u
n
n
n
n
n
n
n民

n抗

n
u
u
n
n

q
u
p
u
D
U
む
抗
日
れ

P
H
D
H
M
ハ
b

円、u
n
n
n
k
u
n
k
n
n
n
n
u
n
n
n
b

n
n
n
k
n
k
n
n
n
n
u
n民

n
n
q
u

付ニシキBL1号 R

付ニシキBL2号 R

すすニシキBL3号設

すすニシキBL4号 R

付ニシキBL5号 R

ttニシキBL6号設
すすニシ祁L7号 R

ササニシキ S 

十

Pia 

Pii 
Pik 

Pik-m 

Piz 

Pita 

Pita…2 

Piz-t 

Pib 

Q
U

円、u
p
u
pれ

D抗

n
n
u
q
u
ハ
b
D
H
U
D
H
H

ハb
q
u

弓
u
q
u

ハ
己
口
u
n
b
pれ

P
H
U
D
H

q
u
n
n
n
n
n
n
n
E
n
n
q
u
n
k
n抗

n
R

q
u
h
b
訂

u
q
u
ハ
b

q

u

D
抗

日

H
D
U
D
U

C
U
ハ
¥
u
n
b
百
品

PHH
円

b
n
n
n
n
n
R
n
n

ハ

b
q
u
n
b
n
b
q
u
p
u
D
H
H
口
抗
日
抗

Dnu

q
u
p
u
q
u
n
b
n
b
p
u
u
p
u
p
n
u
p
u
u
D
n
u
 

ハ
b
c
u
D
n
u
q
u
ハ
b
p
u
u
p
n
u
D
H
U
D
u
n
b

q
u
q
u
p
n
u
q
u
ハ
b
p
H
H
p
n
u
n
n
u
D抗
日

u

Q
U

口
u
冒

u
n
b
q
u
p
u
n
n
H
p
u
pれ

DHU

円、
u
t
u
q
u

円
b
n
E
n
n
n抗

n
n
n
k
nれ

円、
u
円、
u
n
R
円、
u
n
n
n
n
n民

n抗

n抗

n
E

Q
M

円、d
n
b
口

抗

日

u
p
H
p
u
p
u
D
H
H
D
H
U

ハ

b
n
b
n
E
H
R
n
n
u
n抗

n
n
n
n
n
n
n
n

新 2 号

愛知旭

イナパワセ

関東 51号

ツユアケ

フクニシキ

ヤシロモチ

Pi -No.4 

とりでl

奥~~316号

噴霧接種法による.sは権病性反応， Rは抵抗性反応
推定遺伝子裂でを付したものは，Piaの有無は不明

注)1 

2 
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第20表 供試品種系統の rpiaJの有無に関する試験結果的

Z 
研60 長69 貼O TH68 2601 80-32 2101 長61 TH74 F69 TH80 TH69 0528 研53
-19 一150 -02 一140 -4 -15 -14 -9 一57 -08 -8 -2 一33
(037) (007) (033) (035) (017) (001) (013) (05) (177) (047) (073) (071) (333) (137) 

すすニシキBL1号 S R S R S 主 S R S R S R S S 
すすニシキBL2号 S R S R R 設 R R S R S R S S 
すすニシキBL3号 R R R R R R R R S S R R R 
fすニシキBL4 R R R R 在 R R R R R R R R ヌ
すすニシキBL5 R 氏 R R R 沢 R R 長 R R R S R 
れたシキBL6号 R R R R R 日 R R S R R R S S 
すすニシキBL7号 R R R R R R R R 主 R R R R R 

第20表続き

¥菌株

F口種名 ¥ 

市首 、 P-2b Y55 

168 -33 

(101) (303) (301) 

138A 愛75 TH67 Yu-01 

一310 -106 
(703) (437b十) (103) (033b→) 

Th87 長65
20 -386 
(007b+) (035b十)

真性抵抗性
拾

遺伝子型

口抗

n
n
nれ伺
Q
U
円

¥un¥un抗

R

R

R
一R
n
a
R
R

R

R

R
一h
k
S
S
R

R

R

R
一n
u
R
R
R

口
す
口
す
号
一
口
す
号
号
口
す

1
2
3
-
4
5
6
7
 

L

L

L
一L
L
L
L

nnunpnnvnDnkunDnp 

ル

f
七
q
h
J
1
7
キ
E

七司
l
b
J
1
'
キ
s

シ
シ
シ
号
、
ノ
、
J

、J

、ノ

戸一一一四一一一戸日戸一一一一

品川
F

は
す
は
ず
ん
ふ
リ
リ
す
け
す
は
ず

品川
F

品

ソ

品

t
品川
y

品川
F

け
ず
品
ソ

S R S Pi九PiaS R 

1
4
 

一
、
川
叫

8

日
山
一
日
目

v
M

p
g
e
(
 

'
i
'
Z
J
J
 

m一p
d
…
t

一

PA

}

ι

一
8

8

ト

k

s

z

t

t

b

 

7
4

守

J
-
7
4
J
i
v
i

守

i

p
a
P
Z
I
p
p
y
 

R

R
一R
R

R

R

R

R
一R
R

R

S

ハ

b
n
k
-
nれ

n民

nnqu

R

R
一R
R

S

R

S

R
一S
R

R

M

主主II 向者の反応により ，Piaの有祭主ど縫認できる
2)検定菌株がなく ，Piaの有無を確認できなかった.
3)反復により反応が異なった.

4)東北際業試験場水m手Ijffl部水間病答研究室主における1988年の試験結果である.

( 2 )臨場抵抗性

葉いもち抵抗性はササニシキBLl号"'-'4サにつ

いては，育成地及び農業研究センター水田病害研究

室で，ササニシキBL5号"'-'6号については愛知県

農業総合試験場山間農業研究所で幼苗検定により行

われた.その結果，ササニシキBL3号が農業研究

センターで、ササニシキより強めと判定された他はサ

サニシキとほぼ関等と判定され，ササニシキBLl

号~ササニシキBL6号の園場抵抗性はササニシキ

と同じ fやや弱Jと評価された(第21"'-'23表) • 

成地における自然発病では1993年まではレース 003

が優先であり，その後ひとめぼれの作付け拡大に伴

ってレース 007が増加したが，これらの菌に抵抗性

を持つササニシキBLl号"'-'7号は病斑がほとんど

認められなかった(第24表) • 

第21 議いもち盟議抵抗性検定詰験成議(湾成地:1993年)

品積名 真性抵抗性遺伝子嬰 葉いもち病斑数 判 r疋ムー・

A B C 平均

すすニシキBL1 Pia，Pik 19. 7 24.5 19.8 21. 3 やや弱
すすニシキBL2 Pia， Pik-m 21. 7 23.5 14.9 20. 0 やや弱
すすニシキBL3 Pia，Pjz 14. 7 30.2 13. 7 19.5 やや弱

すすニシキBL4 (Pia) ， Piz-t 18. 2 22.9 19. 0 20. 0 やや弱
ササニシキ Pia 23.0 24. 1 22. 8 23.3 (やや弱)

トヨニシキ Pia 8.9 8.8 5. 5 7. 7 (強)

キヨニシキ Pia 10.9 9.4 9. 7 10.0 (やや強)

ササニシキ Pia 18.3 29.0 17.3 21. 5 (やや弱)

ヒメノモチ Pik 10.8 11. 5 8. 1 10. 1 (強)

たちほなみ Pik 20.9 25.8 16.0 20.9 やや弱

注1)合成培土を入れた青苗箱に各系統20粒を約3cmX3cmで播種し，温室で養成.

2)6葉狩に全ての系統に穣病伎の477菌(愛74-134)の胞子懸濁j夜(胸子濃度約1X 10
5

偲/mllを噴霧接種.

3)務査はi系統あたり 15j個体， 3~6葉の催病性病斑数を数え， lj図体あたりの1隆病性病斑数を算出.
4)括弧内l土葉いもち抵抗性基準品種の判定基準.
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第22表 薬いもち関場抵抗性検定試験成績(農業研究センター水田病害研究室:1994年)

品種名 真性抵抗性 噴霧接種 幼苗葉節接種 評 {面

推定遺伝子型 調査結果 (2/3) 調査結果

接種菌(K080-12) (平均病斑面積指数) 1) (葉鞘擢病茎率)

すすニシ祁Ll号 Pia， Pik 4.59 66. 7 (83.3)21 すすニシキとほぼ同等

ササニシキBL2 Pia， Pik-m 4.60 86. 1 (100 ) 付ニシキと同等~やや弱

すすニシキBL3 Pia， Piz 3.69 42.9 (65. 7) ササニシキよりやや強

ササニシキ Pia 4.05 73.1 (76. 9) 

関東51号 Pik 4.74 96.3 (96. 3) 

フクニシキ Piz 4.05 90.9 (100 ) 

ツユアケ Pik-m 4.52 83.3 (86. 7) 

トヨニシキ Pia 2.89 37.8 (66.8) 

日本晴 Pia 3.57 76. 7 (80.0) 

コシヒカリ + 4.92 65.5 (72.4) 
-副即幽副._-回目屠曹酔--帯"・骨骨骨四台・・ー・ー・ーーー・---世幽幽世出歯白喧喧曲幽幽幽世世世世世幽幽幽世幽曲幽幽幽曲曲幽曲幽幽幽白幽幽曲回世・ー・-骨・--甲南骨・F欄--開閉骨・ー-----ー『ーー圃幽曲幽幽幽幽-----鴨再開骨骨骨骨再朝間----骨甲戸-_.開閉胃

接穣菌(2148-R-1-1) 

すすニシキBL4 (Pia) ， Piz-t 2.62 64.0 (76.0) 付ごケキとほぼ同等

ササニシキ Pia 2.54 59. 1 (81. 8) 

とりで1号 Piz-t 2. 72 45.9 (81. 1) 

トヨニシキ Pia 1. 56 46.4 (64.3) 

日本晴 Pia 2.36 67.9 (78.6) 

コシヒカリ 十 4. 78 75.0 (84.4) 

注1)平均病斑面積指数=L 階級{直の代表病斑面積指数×その階級に織する菜数)/調査菜数
2)括弧内の数値は土を含んだ場合の羅病芸率

3)検定方法

①ミニ7也7ンターに1品穏20粒X2亨IH番穏 環境命IJ御ガラス筆で管理. ②接種目 a:l月24日， b: 1月25日

③接種法

・噴霧接種・ 17砂ラントあたり， 15mlの分生胞子懸濁液(濃度 約20X 10
4

個/冊1)をスプレーガンを用いて噴霧接種し，接種後24時間

湿主主(湿度100弘 j忍度250C)に保った後，抑止型温室(約24
Q

C)で管理した.

-幼笛楽節接種 :4~5葉期苗の第3繋~第4薬草喜郎部に細管で分生胞子懸濁j夜を接種.接種後24日寺潤湿室(湿度 100弘，濃度25
0

C) に保

った後，抑止型温室(約240C)で管理した.

④調査方法

・噴霧接穏.接穣後約10日で発病稜皮を調交.発病程度l土葉いもち病斑面積率調査基準(中国農試式)によった.

-幼苗葉節接種:接種後約2週間で繋鞘穣病2主主与を調査.薬草商権病菜程度;十 菜鞘部進展，こと 薬草良部への進展僅か， 策革両部

への進展認められない.

第23表薬いもち璽場抵抗性検定試験成績(愛知県農業総合試験場山間農業研究所， 1996年)

品種名 稲85-101(303) 稲86T-07A(303b十) 稲86-137(007) 

が}ニシキBL5号 27.2 72.3 0.0 

すす手シキBL6 26.2 78.3 0.0 

すすニシキBL7 0.0 83.0 0.0 

ササニシキ 52. 1 83. 1 76. 0 

キヨニシキ 38.2 57.9 80.5 

トヨニシキ 22.0 55. 0 41. 5 

注1)58X 20 X 9c田の木箱内iこ各系統・品種を10粒ずつ播種し，多窒素条件下で育苗温室で養成

2) 3反復で実施

稲85-141(037b+) 

0.0 

0.0 

23. 3 

25. 1 

20. 7 

23. 7 

判定

やや弱

やや弱

やや弱

(やや弱)

(やや強)

(強)

3)9業期に達した8Jl l~2S に， 303菌(稲85-10II及び303b十直言(穏86T-07A)，037b+菌(稲85-141)， 007菌(稲86-137)の胞子懸濁液

(胞子濃度約20X 10 4飽ノ!ml)を木箱あたり 100ml噴霧接種. 250Cの接種籍に 1 日置いた後，ガラス室 (20~350C) に移した.

4) 調査は8月 8~9S (接種後7S)にi系統あたり 10個体について，主茎のi憶病病E経数を数え， 1個体あたりの権病性病斑数を算出.

5)括弧内は羨いもち抵抗性暴準品種の宇1j定基準
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第24表 育成地の自然発病における葉いもち発病程農

品種名推定真性抵抗性 発 病 程 度

遺伝子型 1987 ， 88 ， 89 ， 90 ， 91 ， 92 ， 93 平均

すすニシキBL1号 Pia，Pik 0.0 0.8 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 

ササニシキ Pia 4.8 5. 2 7.8 6. 2 5.4 4.3 5. 6 5. 6 

すすニシキBL2号 Pia， Piklfl 0.0 O. 6 1.5 O. 0 0.0 0.0 O. 0 O. 3 

ササニシキ Pia 4.0 5. 2 7.8 6. 2 5.4 4.3 5. 6 5. 5 

すすニシキBL3号 Pia，Piz 0.0 O. 1 0.0 0.0 0.0 0.0 O. 0 0.0 

ササニシキ Pia 3. 7 5. 2 7.8 6.2 5.4 4.3 6. 8 5. 6 

ササニンキBL4号 (Pia) ， Piz-t 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 O. 0 0.0 

ササニシキ Pia 4.3 5. 2 7.8 6. 2 5.4 4.3 5. 9 5.6 

品種名 推定期制鵠軒E 1987 ， 88 ， 89 ， 90 ， 91 ， 92 ， 93 ， 94 ， 96 平均

すすニシキBL5号 Pia，Pita-2 O. 0 O. 1 0.0 0.5 O. 0 0.0 0.0 O. 1 O. 0 O. 1 

ササニシキBL6号 Pia， Pita 0.0 

ササニシキ Pia 4. 3 5. 2 7.8 6.2 5. 4 4.3 6.3 5.6 O. 0 5.0 

イナパワセ Pii 4. 3 

品種名 最E真性抵抗性遺伝子聖 2000 ， 01 

すすニシキBL7 Pia， Pib O. 1 0.3 

ササニシキ Pia 7.0 

注II畑晩播法による検定

2)数値は発病程度を示す. O(無病斑)~IO(全茎築枯死)， 3反復で発病の初期，中期，後期の3問調査の平均値

ササニシキBL5号.-.....-6号の穂いもち抵抗性の検

定は愛知県農業総合試験場山間農業研究所で、行われ

た結果から，ササニシキと同じ「弱j と評価された

(第25表) • 

擢病するササニシキ及びいもち病抵抗性強のトヨニ

シキが激発する中で，ほとんど発病しなかった.

なお，育成地における自然発病ではササニシキB

L 1号.-.....-4号は1987.-.....-92年までレース007，037を接

種したが， 003菌が優先状態であり， レース 0031こ

1993年はササニシキが枯死する程度に葉いもちが

多発したが，穂いもちの発病は少なかった.第27表

に示すとおりレース 037.1が分離されており，ササ

ニシキBLl号.-.....-2号は接種したレース 037で発病

したと考えられた.ササニ、ンキBL3号.-.....-5号は分

第25表 穏いもち圏場抵抗性(愛知県農業総合試験場山間農業研究所司 1996年)

被害籾率 (弘)

品種名 稲85-101(303) 稲86T-07A(303b十) 半IJ

すすニシキBL5 96. 7 76. 7 ~jJ 

すすニシキBL6 96. 7 73.3 ~jJ 

がfニシキBL7号 78.3 71. 7 ~jJ 

ササニシキ 96. 7 83.3 (弱)

注II本国に5月2013，こ3本植えし(全量基肥栽培，対:0.8kg/IOa，栽極主程度30x 15cm) ，葉いもちを防除した条件で栽溶し，穂ばらみ期に

5万分の 1のワグネルポットに鉢上げ後硫安を追妃 (3g/ポット)した.

2) 3反復で実施

3)穏綴期(8 月 813) に落病性の303菌(穏85-10[) 及び303b+箆(穏86T-07A) の胞子懸濁液(胞子j幾度約20~40偲/mll をポットあたり 30

田1噴霧接種，接種後，ガラス室 (20~350C) に移した.

4)調査は8月2213 (接種後14日)に株あたりの穏いもちによる被害籾率を調査した.

5)判定の括弧内はササニシキの穏いもち祇抗性基準品種としての判定基準.
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ースは分離されておらず，またPitaを持つ品種は非

親和性レースによってもやや大きな病斑を作り枝授

の枯死が起こるためと考えられた(第26表) • 
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離された

るが，

ササニシキBL6号については， 1992，例年の発病

Pitaを持つ品種に親和性のレ

レース037.1，007， 0031こは非親和性であ

これらの菌によって擢病したと考えられる.

がやや多めであるが，

育成地における藩いもち発病謹度(宮域県粟駒町)第26表

率(%)
'92 '93 

病籾
， 91 

最推定真性抵抗性

遺信子型

名干重口
口口

平均
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キヨニシキ

3 

80 
3 

80 

3 
78 

3 

76 

26 
51 

39 

49 

17 

5

5
一2
5
一2
5
一2
5

0

3

広
三

R

U

R

ど

に

d
q
J
ρ
む

。
卯
一

O
M山一

0
町一

2
r
m
m
お

3
印一

3

m
…6
叩一

3

m

m

m

， 89 

3
町一

2
M
m
…3
回一

1
回

日

お

， 88 

5
町一

5
尚一

5

%
一
5
町

田

花

1987 

ー
間
一

3
町一

3
m川一

I
刊

日

制

Pia， Pik 
Pia 
Pia， Pik-m 
Pia 
Pia，Piz 
Pia 
(Pia) ， Piz…t 
Pia 
Pia 
Pia 

86 

93 

平均
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ウ
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種

t
'
)-ニシ拐し5号
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口
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平均

40 

90 

50 

75 

24 

81 

， 97 

25 
60 

， 95 

月

i

内

J
η
δ

戸

b

n
y
d笠

r
D

1994 

Pia， Pita 
Pia 
Pia 
Pia 

品種名

すすニシキBL6号
ササニシキ
トヨニシキ
キヨニシキ

平均唱

E
i
ハり2000 ， 99 1998 口

口口

4 

48 

3 

65 

12 

15 

0 

30 

0 

80 

Pia， Pib 
Pia 

注l)1993年は繋いもち，穏いもちの発生が箸しかったため，平均値は， 1993年を除いた数値.

2) 1996年は葉いもちが多発し，比較品種が枯死したため務室不能であった.

切ニシキBL1号~すすニシキBL4号の穣いもちから分離したレース第27表

037. 1 

ササニシキBLl号
ササニシキBL2号
ササニシキBL3号
ササニシキBL4号
ササニシキ

4 

007.0 

4 

003. 0 

4 

菌株数

4

4

4

4

4

 

名種口
口口

4 

4 

4 

注l)1993年古)11撲試の穏いもち検定現地選抜閣の懐病穂.

2)試験は農研センター稲育穏研究室に依頼した.

4 12 20 言十A 
口

定結果から，ササニシキBLl 号~5 ， 7号はササ

ニシキと不稔程度が同等でありササニシキ並の「や

3. 繭;令性

穂ばらみ嬬の瞳害聖耐冷性は育成地で行われた検
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や弱j と評価された(第28，29表) .ササニシキB

L6号については不稔程度がササニシキよりやや低

めで、あったが，障害型耐冷性はササニシキと向程度

と評価された.

4. 報発芽性

成熟期の穏を採敢し，定温器内で、発芽試験を行っ

た結果，ササニシキBLl号~ササニシキBLマ号

の発芽程度はササニシキ並で，穂発芽性は「やや

易j と評価された(第30表) . 

第28表耐冷性検定結果(育成地)

品種名 1985 ， 87 ， 88 ， 89 ， 90 ， 91 ， 92 平均 評価
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品種名 1985 ' 87 ' 88 ， 89 ， 90 ' 91 ' 92 ' 93 ' 94 ' 95 ' 96 平均評価

HニシキBL5号 5 9.0 9.0 7.5 6.5 7. 5 9.0 10.0 6.3 8.5 9. 3 7.8 6 

ササニシキ 6 10.0 &0 8.0 7.0 8.0 ~O 1QO 6.8 9.0 9.3 8.1 (6) 
トドロ判官 l 5.0 4.0 3. 5 3.5 4. 0 6. 5 7. 0 1.8 4.0 5. 3 4. 1 (2) 

基村ト? 4.0 6.0 5. 0 3. 0 6.8 6.5 (3) 

準コYネヒカリ 4 8.0 7. 5 6.0 6.0 6. 5 8. 5 10.0 4. 8 8. 3 8.5 7.1 (4) 

品了キホマレ 9.0 9. 0 8. 7 6.0 8. 5 9. 5 (5) 

種トヨニシキ 9 10.0 9. 5 8.0 8.0 8.5 10.0 10.0 9.0 9.3 9. 8 9.2 (6) 

第四表 樹;令性検定結果(育成地:続き)

ロロロ 名 1992 ， 93 ， 94 ， 95 ， 96 ， 97 平均評価
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品種名 1999 2000 ， 01 平均評価

8.9 6 

8.9 6 

5.2 (2) 

6.9 (3) 

8.0 (4) 

8.8 (5) 

9.3 (6) 

すすニシキBL7 
ササニシキ
トドロキヲセ
材ト?
準コYネtカリ
品 アキホマレ
種 トヨニシキ

8.8 8.5 9.5 

8.8 8.5 9.5 

4.3 3.0 8.3 
6.0 5.5 9.3 

6.8 7.5 9.8 

8.0 8.5 10.0 

8.8 9.0 10.0 

注l)憶j盆深水法による.冷水処理は7月初めから9月初めまで水深20cm(1989年以降は25cm)，水温19CC.

2) 数値は不稔程度.不稔歩合i土 1株から蒋長I~賃上位5穏， 1系統あたり 15穏を務査.不稔程度は不稔歩合0から100%までを lから10ま

での7ンクで表したもの.

3)耐冷性の評価は数値の小さい方が強.括弧内の数値は基準品種の耐冷性ランク(1が強， 9が~~の方向)

4)1993年は，著しい{忌滋により検定水j践が維持できず，不稔程度が高くなったので，平均から除いた.
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第30表 蒋発芽性検定試験成鐘(育成地)

品種名 評価

1985 ' 86 ， 87 
発

， 88 
王子 程一

w
度
一
同

並ニ5)
， 91 ， 92 ， 93 平均

付ニシキBL1号 2.5 

村ニシキBL2号 2.5 

すすニシキBL3号 3. 0 

付ニシキBL4号 2.5 

ササニシキ 2.8 

トドロキワセ 1.0 

キヨニシキ 4.0 

トヨニシキ 2.5 

イナパワセ 1.0 

3.0 
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3. 0 

3. 0 

3. 0 

1.0 

4. 5 

4. 5 
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2.0 

4.0 

3. 5 

4. 0 

4. 0 
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4.5 

4. 5 
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3. 3 

3.5 

3.0 
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3.0 
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2. 7 

3. 0 

3.0 
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3.4 

2. 8 
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3. 5 

3. 0 

2. 1 

1.6 
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2.6 

3. 7 

4.8 
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3. 1 

3. 1 
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2.4 

2. 7 

3. 1 

2.5 

3. 7 

3. 5 

3. 8 

3. 6 

3. 8 

1.1 

3. 5 

3. 1 

1.0 

3.3 

3.5 

3.3 

3.3 

3. 4 

2. 5 

4. 0 

4.0 

2.8 

2.9 やや易

3. 1 やや易

3.0 やや易

3.2 やや易

3. 3 やや易)

2. 0 難)

3.8 易)

3.9 やや易)

2.2 櫨難)

品種名 1985 '86 '87 '88 '89 '90 '91 '92 '93 '94 '95 '96 平均 評価

Q
U

白
U
1
i
R
U
1
i
A
v

q
u
η
δ
1
i
η
J
q
J
'
i
 

4
a

っ“

4
品

作

i
1
A
R
U

つd
q
u

ヮ
“
っ
“
つ
リ
つ
臼

Z
U
G
U
ウ

i

Q

U

O

D

Q
り

つ
“
っ
“

Q
U
A
-
4
A

つd

氏
U

A
苛

白

U
T
i

巳
u

n
り

つd
η
J

つω
η
4
η
J
q
J

R
U
A
3
n
v
R
U
Q
U

巳
U

つ
d

n

J

n

J

4

A

A古
内

J

0

0

5

5

5

0

 

4

4

-

0

4

4

1

 

T
D

ハ

リ

ハ

り

に

d
F
h
U
Aり

司
d

q

J

1

A

A
ヨ

A宝

y
i

「

D
n
k
U

ハ

リ

ハ

り

行

D

A
り

2

2

1

i

4

2

1

 

Z
T

セ

リ

キ

ワ

キ

キ

セ

い

シ

キ

シ

シ

ワ

招
ニ
ロ
一
一
ニ
パ

功

サ

ド

ヨ

ヨ

ナ

村

サ

ト

キ

ト

イ

4.5 4.2 2.8 

5.0 3.9 3.0 

2.0 1. 4 0.4 

5.0 4.3 4.0 

4.0 3.9 3.5 

0.5 1. 2 1. 5 

3.5 やや易

3.5 やや易

1.8 難)

4. 0 易)

3.8 やや易)

1.8 極難)

品種名 ， 96 平均 評価1995 

すすニシキBL6号

ササニシキ

トドロキワセ

キヨニシキ

トヨニシキ

イナパワセ

ハ
リ
ハ
り

d
せ

ハ

り

z
u

目
u

qぺ
山

内

よ

れ

1

4

3

1

3.3 3.2 やや易

3.3 3.2 やや易

2. 5 1. 5 難)

4. 1 4. 1 易)

3.6 3.6 やや易)

2.8 2.2 極難)

品種名 評価1999 2000 ， 01 平均

ササニシキBL7 

ササニシキ

トドロキワセ

キヨニシキ

トヨニシキ

イナパワセ

。口

ρ
0
0
6
nり

Q
J

口口

三

&
L
4
3
.
L

5

8

4

4

a

0

4

 

3
.
3
.

日
仏

4

4

3

4

5

5

 

っけ

η
δ
1
1

Q
d

ワ
臼
つ
白

つ臼

qδ

ヮ“

やや易

やや易

(難)

(易)

(やや易)

(極難)

4.2 4.2 

4. 0 4. 0 

2. 5 2. 6 

注1)成熟期の穏を冷蔵後，浸水し25~300Cで発芽させた.

2)数値は発芽程度， 0 (無 ~5 茎) ，括弧内の数値は基準品穏のランク.

5. 収量性

育成地における生産力検定試験結果を第17，18表

に示した.ササニシキ対する玄米収量比は標準栽培

で 100~ 102%，多肥栽培で 101~ 104%で，収量

はササニシキ並かやや多めで、あった.

6. 玄米品鷺及び金昧

梗種で、玄米の形はササニシキ並の「中J，粒大及

び玄米粒重はササニシキ並の「やや小jである(第

31表).玄米のみかけの品質は腹自，心白，乳白，

光沢，総合評価ともササニシキと間程度で見かけの

品質は f上の下jであり，年次による評価の差も小

さい(第32，33表).育成地における揖精試験の結

果，掲精歩合，腔芽の残存歩合，白度はササニシキ

と差が認められない(第34表).精岳米のアミロー

ス及びタンパク質含有率ともにササニシキとの悲は

認められない(第35表).食味は育成地における試

験成績及び採用県における奨励品種決定調査試験成
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績からササニシキと開じ f上の中j と評価された (第36，37表)

第31表玄米の形状(育成地)

19 

品種名

長さ

標肥

幅 !享さ長さ/偏長さ×幅 長さ 一口田×
 

々
C長幅/

 

仰
い
一
し
ズ
」

E
一
長一さ

一
厚一隅

ササニシキ

すすニシキBL1 

ササニシキ

ササニシキBL2

ttニシキBL3
ササニシキ

ササニシキBL5号

ササニシキ

村ニシキBL4号

ササニシキ

q

ο

p

b

A古
白

U

勺

t

っ“

A
ヨ

η

δ

4
‘
ヮ
t

ウ
4

ウ
t

勺

t

ヴ

t

勺

t

々
t

ウ
t

勺

t

つ
t

ワ
t

唱

EA
唱

EA
唱

EA
唱

EA
司

EA
司

EA
市

SA
喝

S
A
喝
を

i
'
z
s
A

p
o
n
x
u
'
i
p
n
u
1‘

1
A

口
口
ハ
り
口
口
円
百

ハり

Q
M
A
H
V
Q
M

ハ
り
ハ
H
V
A
H
V
A
H
V
Q
u
Q
d

つμ
1
A

っ“宅
i

つω

つ
匂
つ
何
っ
“

1
i
1
i

1
A
内

4

Q

J

n

J

広
u

n
り

つ

ム

n
v

広
U

A
り

Q
d
Q
J
Q
U
Q
U
Q
U
Q
υ
Q
J
Q
d

白
U
Q
d

n
4
n
ι

っ
“
っ
“
っ
“
つ
釘
つ
臼
つ
臼
ワ
臼
っ
“

。“

n
v
η
J
Z
U
2
A
Q
U
Q
d
I
i
Q
U
9
“

口り

'
i

ハ
リ
ハ
リ

t
i
n
u
d
nリ
ハ

り

Q
d

唱

i

z
u
z
u
z
u
z
d
R
U
4せ

r
o
ζ
U
4
A
F
b

14.61 

14.89 

14. 54 

14.29 

14. 61 

14.44 

14.86 

14.53 

14.24 

14.85 

3

6
ワ

ム

広

リ

ヴ

t

4

‘

1
1
p
b

つ
リ

5

7
a

巧

i

ワ
t・

7
a

ワ
t

7

s

巧

i

η

i

n

t

弓

i

l

l

-

1

1

1

1

1

1

1

 

Q

d

nり
つ

ム

1
A
Q
d
z
u
Q
d
A
A
G
u
n
V

9

0

0

9

9

9

9

0

Q

J

O

 

-
-
っ
“
ヮ
“
，
i

1

A

-

1

-

ー
の
白

1
i

り
ω

ヴ

t

巳
U

7

・

広

U

A
官

民

U
Q
J
1
A
Q
U
m
b

Q
O
O口
口

口

ウ

t

n

E

口
百
口
B
n
u
d

口
口
口
百

円
品
つ
ω

つu

っ
“
っ
“
。
命
。
，
“
つ
臼
つ
臼
円
4

勺

t

I

‘

に
U

A

A

n

J

Q

U

A
苛

Q
O
A
V
Q
u

n日
日

り

日

目

白

白

ハ

リ

Q
d
Q
d
hり

n日

Q
d

4
A
p
b
4
A
4
A
Z
U
A
3
Aヨ

E

d

A
ふ

4
a

14.26 

14.28 

14.21 

13.36 

14.29 

14. 24 

14.28 

14. 78 

13. 87 

14.22 

ササニシキ

付ニシキBL6号

ササニシキ

5.05 2.87 2.01 1.76 

5.14 2.86 1.99 1.80 

5.08 2.87 2.01 1.77 

14.47 

14.69 

14. 55 

5.18 2.87 2.02 1.80 

5.23 2.87 2.02 1.82 

5.14 2.88 2.02 1.78 

14.89 

15.02 

14. 80 

付ニシキBL7号

ササニシキ

5.00 2.76 1.99 1.81 

5.12 2.86 1.98 1.79 

13. 78 

14. 61 

5.02 2.75 1.98 1.78 

5.06 2.84 1.98 1.78 

13. 80 

14.38 

注1l生産カ検定試験標肥区，形状は1.7mm以上の玄米を50粒調査，単位はmm

2)ササニシキBL1号~村ニシキBL5号は1992年， すすニシキBL6号は1997年，すすニシキBL7号は2001年の成績

第32表玄米品質諒査成績

品種名
1ペハメ久
j'ie，'、口腹自

壁一一~
心臼 乳白 光沢 土品メ〉、

汀'ii::，.:'口

多 肥

腹自 心白 乳白 光沢

村ニシキBL1号 2. 9 

ササニシキ 2. 7 

1.5 

1.5 

2. 7 
2. 9 

2. 2 
2.5 

2.4 

2.5 

3.1 

3. 1 

1.5 

1.5 

2.5 

2. 7 
2.0 

1.8 

2.6 

2.8 

付ニシキBL2号 2.4 

ササニシキ 2.8 

1.4 
1.5 

2. 4 
2. 7 

2.2 2.5 

2.4 

2.6 

3.2 

1.5 

1.4 

2.3 

2. 7 
1.8 

2.0 

2. 5 
2.8 

すすニシキBL3号 2.4 

ササニシキ 2.8 

1.5 

1.5 

2. 4 
2.5 

2.3 

2. 1 

2. 2 
2. 4 
2. 4 

2.4 

3.3 

1.6 

1.5 

2.3 

2.6 

1.8 

2.0 

2.4 

2. 7 

すすニシキBL4号 2. 7 

ササニシキ 2. 9 

1.7 

1.4 
2.4 

2.5 

2. 2 

2. 1 

2.6 

2.4 

2.6 

3.2 

1.5 

1.3 

2.4 

2.6 

2. 1 

2.0 

2.6 

2. 7 

すすニシキBL5号 2. 9 

ササニシキ 2.5 

1.6 

1.4 

2. 7 

2. 3 

2. 2 

2.0 

2.5 

2.4 

3.0 

2.8 

1.5 

1.4 

2.6 

2.5 

1.9 

2. 0 
2.6 

2. 6 

村ニシキBL6号 2. 3 

ササニシキ 2.4 

1.2 
1.0 

2. 3 
2. 5 

2.3 

2.2 

2. 9 

2. 8 
3.0 

2. 7 

1.3 

1.3 

2.4 

2.4 

2.0 

2.0 

3. 1 

3. 0 

すすニシキBL7号 1.8 

ササニシキ 2.4 

1.7 

2.0 

2. 4 
2. 6 

2. 1 
2.3 

2. 4 
2.8 

2.3 

2.4 

1.5 

1.8 

2. 0 
2.2 

2. 3 
2. 7 

1.9 

2.2 

注1)すすニシキBL1 号~すすニンキBL4 号は襟把1985~1992年， 多肥は1989~1992年の平均値，すすニシキBL 5 号は襟肥は1985~92 ， 94~1996年，多肥は

1989~92 ， 94~1996年， ササニシキBL6号のt票日出土1992，94~1996年， 多目忍l土 1996~97年の平均値，すすニシキBL 7 号の襟胞は1998~2001年， 多

肥2000~2001年の平均値.

2)玄米品質の腹自，心自，乳自は 1(少)~5 (多)，光沢，総合は 1(良)~5 (不良)で調査した.

3)すすニシキBL1号~すすニシキBL4号の腹白， 心白，乳台，光沢は1986~1988年を除いた平均.
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第33表 玄米品質調査成鑓(年次罷変動:資成地)

品種名 施肥水準 1985 '86 '87 '88 '89 '90 '91 '92 '93 '94 '95 '96 '97 平均

すすニシキBL1号 標肥

ササニシキ

すすニシキBL1 多目巴

ササニシキ

すすニシキBL2 標肥

ササニシキ

2.3 1.0 2.5 2.0 4.0 1.5 2.5 3.5 3.9 

2.5 1.0 2.5 2.5 ~O 2.3 2.5 3.0 3.~ 

3. 5 1.0 2.5 3. 5 3.8 

3. 3 2.0 2.4 3. 3 3.9 

2.5 2.0 2.5 2.0 3.8 1.5 2.5 2.8 3.8 

2.5 1.0 2.5 2.0 4. 0 1.5 2.5 3. 0 3.9 

2. 6 

2. 7 

2.9 

3.0 

2.6 

2.5 
『帯帯骨苧年--ーーーーーーーーーーー『甲『再開開押開閉暢幽幽岨除勧幽幽圃値喧e ・. - - --ー』ーーー--ーー『ーーー-- - --ーー再開骨骨再明帯再開胃甲-- - --再開甲同『唱-- --甲--甲骨骨柳欄明時開帽骨骨骨--ー胃『司・ーーーーーー・ーー-・-- - - --ー甲骨

すすニ汁BL2 多肥

ササニシキ

すす二、ンキBL3 擦肥

ササニシキ

すすニシ:fBL3号 多肥

ササニシキ

すすニシキBL4 標肥

ササニシキ

すすニシキBL4 多肥

ササニシキ

すすニ:キBL5 標肥

ササニシキ

すすニシキBL5号 多肥

ササニシキ

村ニシキBL6号標肥

ササニシキ

すすニシキBL6 多肥

ササニシキ

品種名 施杷水準

すすニシキBL7 標肥

ササニシキ

付ニシキBL7号 多記

ササニシキ

2.3 1.0 

2.5 1.0 

3.0 2.0 

2.5 1.0 

2.5 1.0 

2.5 1.0 

注)玄米品質は 1 (良) ~5 (不良) . 

3. 5 1.3 2.5 

3. 3 2.0 2.4 

3.0 2.0 3.8 1.5 2.3 

3. 0 2.0 4.0 1.5 2.5 

2. 8 1.3 2.4 

3. 3 2.0 2.4 

3.0 2.0 3. 8 1.5 2.5 

2.5 2. 5 3.8 1.5 2.5 

3.5 1.5 2.4 

3.5 2.0 2.4 

2.5 2.5 4. 0 1.5 2.5 

2.5 2.5 3.8 1.5 2.5 

3. 0 1.8 2.8 

3. 5 2.0 2.4 

2. 5 3.8 2. 7 

3. 3 3.9 3.0 

3.0 3.9 2.5 

3. 0 3.8 2.6 

3.0 3.9 2. 7 

3.0 3. 8 2. 9 

3.0 3.8 2. 7 

3.0 3.9 2.6 

3. 0 4. 0 2.9 

3. 0 3.9 3.0 

3.5 3.8 3.0 1.8 2.5 2. 6 

3.0 3.9 3.0 1.5 2.4 2. 5 

3.5 3.9 3. 3 1.3 2. 7 2.8 

3.0 3.9 3. 3 1.5 2. 6 2.8 

3. 3 4.0 3. 0 2.0 2.6 3.8 3. 1 

3.0 4.0 3.0 2.0 2.4 3.5 3.0 

2. 7 3. 5 3. 1 

2.6 3.3 3. 0 

1998 '99 2000 ， 01 平均

1. 5 2.8 3. 0 2.3 2. 4 

2.0 3.3 3. 5 2.5 2.8 

2.3 2.3 2.3 

2.8 2.5 2.7 
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第34表鴇精誌験成績(育成地)

施肥 1991 

水準 品種名 掲精歩合(お) 揚鴇歩合(%) 経芽残存歩合(お)自度 t島精歩合(%) 経芽残存歩合(%)白度

村ニシキBL1号 90.6 89.9 4. 5 39. 1 90. 7 6. 5 26.5 

ササニシキ 90.5 90.3 8. 3 38.3 90.3 7. 4 25.0 

すすニ:キBL2 90.6 90.3 6. 0 37.4 90.5 8 .) 26.9 

キ票nE すすニシキBL3 90.4 90. 1 9. 5 38. 6 90.6 6.4 26.4 

ササニシキ 90. 5 90.5 38.4 90. 6 6.3 26. 6 

ササニシキ 90.5 9. 3 36. 9 90. 3 5. 1 26.5 

判ニシキBL4 90. 7 90.3 6. 7 36. 8 89. 2 7. 8 28.8 

ササニシキ 89.8 90.4 9. 5 36. 6 89. 8 7. 2 27. 7 

すすニシキBL1号 90.3 5. 0 37. 9 90. 7 7. 1 26.5 

サザニシキ 90.2 8. 0 36. 5 90. 7 7. 3 25.9 

すすニシキBL2号 90.9 5.2 36. 5 90唱。 5. 2 25. 1 

多肥 すすニシキBL3号 90. 7 9. 8 36. 3 91. 0 8. 2 27. 2 

ササニシキ 90.0 6.3 36.8 90.3 9. 2 26. 9 

ササニシキ 90.6 6. 7 36.6 90.6 6. 3 25. 7 

すすニシキBL4号 90.3 7. 3 35. 7 90.9 6. 7 27.0 

ササニシキ 90.4 6. 3 36. 7 90.3 8. 3 26. 0 

1990 

標肥 すすニシキBL5 91. 2 6. 8 39.8 90.3 6.3 35.4 

ササニシキ 90. 7 3. 8 37.5 91. 3 6. 7 34.0 

多肥 すサニシキBL5号 91. 2 6. 8 39.8 90. 9 5. 7 36.6 

ササニシキ 90. 7 3. 8 37.5 91. 1 6. 3 34. 7 

ササニシキ 91. 0 6. 7 34. 0 89.5 10.3 33. 7 

標肥 十~ニシキBL6 90. 9 6.3 34.4 89. 1 9.5 34. 1 

ササニシキ 91. 0 6. 7 34. 0 89. 5 8. 7 33. 9 

ササニシキ 91. 1 6.3 34. 7 89. 9 9. 6 33.3 

多肥 ササニシキBL6号 91. 2 6.8 34. 5 88. 8 11. 1 35.5 

ササニシキ 91. 1 6.3 34. 7 90. 3 10.2 32. 7 

2001 

標肥 すすニシキBL7号 91. 5 8.0 31. 5 

ササニシキ 91. 0 8.5 31. 0 

多肥 付ニシキBL7号 91. 2 6 .) 32. 9 

ササニシキ 90. 9 9.0 33. 3 

注1)適矯精時間による成績， 3白の平均.

2)掲精にはKettのTP-2型精米機，日度l土KettE!度計C-300使用

3)脹芽残存歩合は200粒務主主.
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第35表食味関連の成分分析結果(育成地)

， 93 
タンパク含有塁手(お)

平均 1989 ' 90 ' 91 ' 92 ' 93 平均

ササニシキ 19.0 

すすニシキBL1号 19.6 

付ニシキBL2号 19. 7 

付ニシキBL3号 20.2 

ササニシキ 19.0 

付ニシキBL4号 18.6 

18.4 

19.0 

18.8 

19.2 

18. 7 

18.8 

20. 0 

21. 1 
20.8 

20.9 

21. 3 
19.8 

19.18.117.12 

19.8 8.44 7.09 

19. 5 8. 63 6. 92 

19.9 8.58 6.92 

19.6 8.84 7.01 

19.3 9.03 6.91 

7.41 8.01 

7.48 7.86 

7.297.54 

7.26 7.86 

7.217.53 

7.187.41 

12.63 7.66 

12.87 7.72 

12.82 7.60 

12.60 7.66 

12.74 7.65 

13.29 7.63 

19.1 

19.4 

18.8 

19.2 

19.3 

19.8 

17.8 

17.6 

16.3 

17.9 

17. 7 

16.4 

品種名 1987 1988 '89 '90 '91 '96 平均 1987 '88 約 ， 90 ' 91 ' 96 平均
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1996 ， 97 平均'97 平均 1996 

ササニシキ 20.9 

ササニシキ 21. 0 
付ニシキBL6号 21. 0 

20.3 

20.5 

20.3 

20.6 

20. 8 

20. 7 
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6. 12 
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注 1)アミロース含有率はオートアナライザー，タンパク賀会有率[土近若手外分光分析計で測定.

2)平均には1993年(冷害年)を含まない，

311988年のアミロース含有率は左が採種栽培，右が系統栽培

品種名

第36表 育成地における食味試験成鎧
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5

0
一4
3
一3
4
ゴリ
ω
3

2

i
一2
1
-
0
1
一6
2

ハリ

A
V
-

ハリ日リ
-

A

り
日
り
冊
目
り
日
リ

一
一
一
一
…
一

9

Qゴ
3

9
二わ

9
-
8
Q
J

1

1
一
G

I
一

o
ー一

8

1

L
o一
仏

0
:
L
o一
仏

OJ

0

4
一
i

4
一
1

4
一
4

4

に
U
F
O
-

っ“
ρ
b
m
m
i
c
u
'
p
h
U

ハわ

0

0
一0
0
一0
0
…0

0

ハリハリ目
1
A
G
O
-

ハり

Q
O
-
F
b
司

1

1

2
一
2

0
一
0

0
一
4

4

0
J
O
一
0

0
一
0

0
一
o
o

i

l
一
1

1
一
}

l
一
8

1

こ

・

:

(

こ

ハリ守ハ
V
-
A
リ
ハ
り
時
ハ
リ
司
ハ
リ
ハ
り

7
・
A
f
4
A
4
f
l
A
4
2
ハ
h
υ
A
A

ハリハり
-
A
り
ハ
リ
“
ハ
リ
ハ
リ
守
口
リ
ハ
リ
v

一
一
一
一
一
一

n
J
η
ο
-
A
V
η
δ
-
Q
U
η
O
-
n
v
n
J
 

Q
U
門

i
-
4
4
っ“即日
H

一つムゼっ“口
d

l

l
一1・4

ー一

1

1
一ぜ
ae--A1

3

5
一
3

5
一。

5
一
0

5

仏

0
一0
0
一0
0
ω
0
0

2

4
一
1

5
一
5

5
一
2

8

3
i

ハり-唱
i

n

り
-
ハ
リ
ハ
リ
"
τ
A
A
V

O
O
-
3
9
L
3
9
-
4
3
 

つd

つi
y

つω
1
i
e
I
i
'
i骨

3
i

っしM

Q
U
A
Y
ζ
u
A
y
n
J

ハ
り
工
つ
臼
に
U

2

3
一
2

2
一
2

2
一
2

2

口
汚
-
口
一
勺
田
口
一
勺
口
汚

手
、
キ
ペ
キ
一
手
、
キ
一
手

ι

りム

i
q
u
i
A
A

L
、
ど
し
シ
ι
L
シ一

L
シ

祁
ニ
一
拍
ニ
一
祁
一
一
一
拍
ニ

、
日
サ
一
功
サ
二
み
サ
一
寸
サ

付
サ
一
村
サ
一
村
サ
一
村
サ

1985 '86 '87 平均 ， 89 ' 90 ' 91 ， 96 平均

村ニ3祁L5号

ササニシキ

2.0 0.8 1. 0 1. 26 O. 0 O. 1 -0. 1 0.4 O. 6 O. 1 0.4 O. 0 

2.5 2.3 0.8 1.86 0.5 -0.4 -0.1 -0.2 0.9 ~O 0.8 0.3 

O. 20 

0.23 

すすニシキBL6 
ササニシキ

1996 

O. 1 O. 2 O. 3 

O. 2 O. 9 O. 0 

， 97 平均

0.0 0.7 0.26 

0.6 0.1 0.28 

付ニシキBL7号

ササニシキ

1999 2000 01 平均

0.70 0.20 0.72 0.00 0.45 0.34 

0.50 0.25 -0.30 -0.09 -0.25 -0.10 

注1)食味の総合評価であり，務室主3主主震は+5(基準よりかなり良し、)~-5(基添よりかなり不良)
2) 1993年(冷害年)は平均から除いた.

3)基準は1985~88年はトヨニシキ， 1989~2001年はササニシキ (96年は一部チヨïJ\ナミ) ，パネラーは古川渓試験員
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第37表 奨励品種決定謂査における食味誌験成趨

試験場所・年次 宮城県農業センター 古)11農試

品穏名 1990 ， 91 ， 92 平均 1990 ， 91 ， 92 平均

すすニ3キBL1 一0.39 O. 14 -0. 16 0.00 O. 15 O. 28 一0.04 -0. 1 O. 1 O. 0 0.0 

すすニシキBL2号 0.00 一O.14 -0. 12 -0.04 O. 14 0.24 0.01 0.2 O. 1 -0. 1 O. 1 

ササニシキBL3号 0.17 -0.21 O. 12 -0.04 0.07 0.08 0.03 -0.2 O. 1 O. 1 O. 0 

すすニシキBL4号 0.17 -0.29 0.04 -0.04 -0. 04 O. 12 -0.02 一O.1 0.0 O. 1 

品種名 1995 ， 96 平均 1995 ， 96 平均

すすニシキBL5号 0.03 -0.21 O. 18 …0.17 -0.06 0.05 -0. 13 -0. 09 

品穣名 1995 ， 96 ， 97 平均 1996 ， 97 平均

ササニシキBL6 -0.46 -0.33 0.21 -0. 10 -0.03 -0. 14 -0.04 O. 29 O. 13 

品種名 1999 2000 平均 1999 2000 ， 01 平均

すすニシキBL7 0.04 O. 08 0.00 0.01 O. 63 一0.50 0.31 -0.13 -0. 08 

ササニシキ -0.48 0.00 0.00 -0. 16 0.00 -0.56 O. 00 0.00 -0. 16 

注 II 食味の総合評価であり，調査基準は十5(基準よりかなり良し、)~-5(基準よりかなり不良)

2) 基準はササニシキ，パネラーは後楽センター職員14~33名， ð川差是業試験場職員、7~12名

間質性の判定

ササニシキBLl号~ササニシキBL7号の生育

及び収量調査結果(第19，20表)，玄米品震調査成

績(第32表) ，穂発芽性検定結果(第30表)，耐冷

性検定結果(第四表)，アミロース含脊率及びタン

パク質含有率謂査結果(第35表) ，食味試験結果

(第36表)について，ササニシキとの差が rOJ と

いえるかどうかを t検定により判定した.

第四， 39表に「ササニシキBLl，2， 3，4， 

5， 6，号J- rササニシキj の差を，第40表に

「ササニシキBL7号J- rササニシキJの差を，

第41表に標肥区についてササニシキとの有意差検定

結果を示した.多肥区については供試年数が少ない

ので，検定は行わなかった.この結果から有意な差

が見られた項目のササニシキとの差は，ササニシキ

BL4号の到穂日数が一0.5日，ササニ、ンキBL5号

の穂長が一0.5cm，ササニシキBL3号，ササニ、ンキ

BL6号の穂数がそれぞれ -23.9，十18.81m2，ササ

ニシキ BL5号の玄米の千粒重が+0.2g，光沢が

+0.2，ササニシキBL6号の不稔程度が-0.7，ササ

ニシキBL7号の玄米品質が一0.4で、あった.その他

の特性については有意な差異は認められなかった.

また，有意な護があると判定された項目についても，

差は小さく実用的には問題とならないと考える.

なお，ササニシキBLl号~ササニシキBL7

の種苗特性分類調査基準による特性一覧は本文末の

付表のとおりである.
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特性調査結果のササニシキとの差(模開区)第38表
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注1)すすニシキBL1 号~すすニシキBL4 号は1985~1992年， すすニシキBL5 号は 1985~92 ， 94~1996年， ササニシキBL6 一号は 1992~ ， 94~1996年平均. 成熟期，

結実日数は1989，93年を除いた平均値，すすニ汁BL7 号は1998~2001生手の平均値.

2)ササニシキBL1 号~すすニシキBL4ci予の食味AI土 1985~89年の平均(基準はトヨニシキ)， Bは 1990~92年の平均(基準はササニシキ，チヨホナミ)

特性言語査結果のササニシキとの蓋(多間区)第39表
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注1)すすニシキBL1号~サニシキBL4 号は1989~1992年， すすニシキBL5 号は 198宮~92 ， 94~ 1996年， すすニシキBL6 号は1996~97年の平均値，

2)玄米品質の腹自，心街，乳自l土1(少)~5 (多)，光沢，総合はl(良)~5 (不良)で調査した.

3) 日菱自，心白，乳白，光沢は1986~1988年を除いた平均値.

士。ハリ十一ごとO 十0.3付ニシキBL6号
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第40表 ササニシキBし7号の特性調査結果のササニシキとの惹

出穂 成熟 結実 倒伏 稗長 穂長 穂数 金重 玄米重 玄米 玄米

品種名 期 期 日数 程度 千粒重 品質

(日) (日) (S) (0-4) (crn) (crn) (本1m2) (kgl a) (kg/a) (g) 

すすニシキBL7 0.3 0.0 -0.3 -0.0 +0.5 +0.4 十0.8 一0.3 十0.0 -0.4 -0.4 

注 II 擦妃区1998~2001年と多肥区2000~2001年の平均値.

第41表 ササニシキとの差の有意差検定結果

品種名 到穂日数 日数 倒伏程度 稗長 穂長 穂、数 玄米重 玄米千粒重

ササニシキBL1号 n. S n. S n. S n. S n. S n. S n.s n. S n. S 

ササニシキBL2号 n. S n. S n. S n. S n. S n. S n. S n. S n. S 

ササニシキBL3 n. S n.s れ.S n. S n. S 3ド n. S n. S n. S 

すすニシキBL4 * n.s n. S n. S n. S 11. S n. S n. S 11. S 

すすニシキBL5号 n. S n.s 11. S 11. S * n. S n.s n. S ヰ

すすニシキBL6号 n. S n.s n. S n. S n. S * n. S n. S n. S 

すすニシキBL7 n. S n.s n. S n. S n. S n. S n. S れ.S n. S 

品種名 玄米品質 穏発芽性 耐i令性 了iロース含有率 グンバク質含有率

日夏日 心街 手L白 光沢 総合

すすニシキBL1す れ.S n. S n. S n. S 日.S n. S n. S n. S n. S 

すすニシキBL2 ll. S n. S 11. S n. S n. S n. S n. S n. S n. S 

すすニシキおし3号 n. S n. S n. S n. S れ.S n. S n. S n. S 日.S

すすニシキBL4 n.s n. S n. S n. S n. S n. S n. S n. S n. S 

ササニシ祁L5号 n. S n. S n. S * n. S n. S n. S 日.S n. S 

がfニシキBL6号 n. S ネ

れた汁BL7号 キヰ

注 1)*，料 t検定の結果5%，1 %レベルで有意去をがあり(ササニシキと BLのををについて有意性を検定)

2) すすニシキBLl ~6号は様肥区の結果，多肥IK及び{共試年数が少ない項 131土有意笈検定l土省略.すすニシキBL7号は標肥区と多肥区を合わせて

検定した.

配布先における試験成績と地域適応性

宮城県の奨励品種決定調査における標準品謹に対

する収量比と概評を第42表に示した.この結果から

明らかなように，配布先である宮城県内の成績でも

「ササニシキBLl号J~ rササニシキBL7号J

の収量は「ササニシキJと間程度である.適地は東

北中南部の「ササニシキj 栽培地帯である.
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第42表 配布先における収量指数と概評

1 990 199 1 
品種名 試験地名 標 多 概 キ票 多

~E ~E 言平 ~E 日巴

すすニシキBL1 宮城セント 106 97 ム 104 89 
宮城古川i 98 。ム 103 

すすニシキBL2 宮城センター 108 95 ム 101 89 
宮城古川 99 0ム 105 

すすニシキBL3 宮城セント 101 95 ム 97 94 
宮城古川 99 0ム 103 

ササニシキBL4 宮城セント 102 96 ム 101 93 
宮城古川 99 。ム 103 

1 995 1 996 
ササニシキBL5号 宮城セント 100 O 99 98 

宮城古川 107 ム 103 100 
199 5 1 996 

すすニシキBL6 宮城セント 95 O 98 96 
宮城古川 111 ム 98 100 

2000 
ササニシキBL7号 宮城セント 100 101 

宮城古川 100 ム 102 101 
注1)奨:奨励品採用 。有望 0:やや有禦 ム継続
2)数{伎は収量比(%)

考察

いもち病真性抵抗性の異なる同質遺伝子品種の利

用の仕方としては，大別して交替栽培と混合栽培の

方法が考えられる.交代栽培とは，まず自然分布す

るいもち病菌のレースでは擢病しない真性抵抗性遺

伝子型の品種を作付けし，その品種に親和性を示す

レースが出現した場合，その，擢病化した品種を別の

撰病しない真性抵抗性遺伝子型の品種に置き換えて，

穎次交代してし、く利用方法である.いもち病菌は新

たな真性抵抗性を侵す病原性を獲得する場合，自分

の生活力に関係する遺伝子の一部を犠牲にしている

と考えられている.その理由は新たに擢病化した真

性抵抗性遺伝子裂の品種の作付けを中止すると，そ

の真性抵抗性遺伝子型に病原性を獲得したレースは

減少して，再び病原性の範囲が狭い元のレースが増

える安定化選択 (stabilizing selection)と呼ばれる

現象が起きるからである.したがって，以上のよう

な交代栽培を続ければ，多くの真性抵抗性遺伝子に

親和性を示す多病原性レースの出現は抑制されるた

め，各真性抵抗性遺伝子型の有効性は長期開維持で

きると考えられる.

しかし，擢病化した品種を次の抵抗性品麓に順次

替える場合，それらの種子の増殖と供給が問題であ

競

ム
O 

ム
O 

ム
O 

ム
O 

奨
奨

ムム
O 
O 

1 992 1 9 9 3 
標 多 概 標 多 概 標準品種
日巴 日目 評 ~E 肥

100 98 。。 92 145 奨 ササニシキ
101 103 。。 114 138 奨 ササニシキ

95 93 @O 66 90 奨 ササニシキ
97 99 。。 67 81 奨 ササニシキ

98 95 。。 90 103 奨 ササニシキ
99 100 。。 148 163 奨 ササニシキ

98 96 。。 77 109 奨 ササニシキ
98 100 。。 57 69 奨 ササニシキ

ササニシキ
ササニシキ

1 997 
100 102 奨 ササニシキ
102 98 奨 ササニシキ

2001 
ササニシキ

109 115 奨 ササニシキ

x.打ち切り

る.

現在の一般的な種子の増殖過程は，初年目の原席、

種栽培からスタートして，ニ年目は席、種栽培，三年

目は指定課種圃での採種栽培となり，一般農家に種

子が渡るのは種子増殖を始めてから四年自になる.

したがって抵抗性品種が擢病化した場合，次の抵抗

性品種に速やかに交代させることは困難と考えられ

る.このギャッブを埋めるためには，交代を予定し

ている抵抗性品種の種子を貯蔵しておくことも必要

となる. しかし，大面積に普及する品種の場合その

コストがかさむだけでなく 広域的に一斉に品種を

交代させることは理論的には可能であっても非現実

的であると考えられる.

一方，浪合栽培の方式は，真性抵抗性の異なる間

質遺伝子品種を混合して作付けする方式であること

から，多系混合品種とも言われている.この方式に

よるいもち萌の抑制は以下の各効果が総合したもの

と考えられている.第一は抵抗性品種の密度効果で

ある.たとえば混合した5品種のうち l品種が，擢病

化しても擢病品種の割合は5分の 1であるから，被

害は擢病品種単一で、作付けした場合の 5分の 1で済

む.第二は抵抗性品種が樟監となって菌の飛散を妨

げる障壁効果である.この障壁効果が第一の密度効
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果に加わるため，いもち病の抑制効果はさらに高ま

る.第三は非親和性菌による抵抗性誘導である.こ

れは抵抗性品種に周辺の擢病化した品種から飛敬す

る非緩和性菌の胞子が付着して葉上に褐点病斑など

抵抗性病斑が形成されると 3 その抵抗性品種は標病

化しでも発病が抑制される効果である.多系混合品

種の場合，以上の各抑制効果が相乗的に発揮すると

考えられ，混合品種の一部が擢病化しでも被害はご

く軽微に抑制されることが期待され，これらの効果

は実験的にも確認されている (Nakajima et al 

1996a， 1996b) . 

多系出合品種の扱い方については，従来擢病化し

た品種は除外して抵抗性品種だけを混合する方式が，

より効果が期待できるとする考え方が強かったが，

構成品種の一部が擢病イヒしでも擢病性品種の構成割

合より格段に発病が抑制されることが実証されてい

る(進藤ら 1989). また，実際問題として， レース

の動向を調査しながら擢病化する系統を除外して53IJ

の抵抗性系統で寵換える方法は先に述べた交代栽培

と同じ問題があるため，大面積に普及する品種の場

合は現実的な方法とは考えられない.

ササニシキBLの採用県である宮城県では，当初

登録されたのがササニシ'キBLl号から部4号j で

の4品種だけで， しかもそのうち 2品種がPik及び

Pik-mという間一遺伝子鹿の可能性がある抵抗性遺

伝子裂で、あった. したがって，これらが擢病化した

場合のことが強く心配されたため， 3品種の混合栽

培でスタートし，いもち病菌のレースの動向を調査

しながら擢病化した場合は控えの抵抗性品種で寵き

替える方針がとられた.初年目の1995年はササニシ

キBLl号 :BL2号 :BL3号の混合比は4 3 

3の割合で栽培が開始された.この年のレース検

定の結果，ササニシキBL栽培臨場から BL 1， B 

L2号に親和性のレース037が20調査地点中13地点，

レース013，033がそれぞれ1地点から分離された.

1996年にはササニシキBLl号 :BL2号 :BL

3号の混合割合を334としたが， レース検定

の結果， B L栽培閤場ではBLl， BL2号に親和

性のレース037が23調査地点中日地点， B L 3号に

親和f生のレース 047，077がそれぞれl地点から分

離された.

しかし，菌は分離されたものの被害を受けるまで

の発病は見られなかった.一方， 1995年のレース検

定を踏まえ， 1996年の採種闘ではレース037で擢病

する BLl，BL2号の割合を少なくし， B L 3 

を増やすとともに，新たにBL4号を加え，ササニ

シキBLl:BL2: BL3: BL4の混合割合を

1 1: 4 : 4の割合とした.その後， 1998年にレ

…ス 037，047， 407等のBLの構成品種にそれぞれ

親和性を持つレースが分離されたが，ごく少数であ

り，多少の病斑が出ることはあっても被害につなが

る擢病化は全く見られなかったため，幸い混合する

品種の組合せを変更する必要性は生じていない.

しかし，ササニシキBLの登録された構成品種は

ア品種に増加したので，今後はレースの動向を調査

しながら擢病化した品種を置き換えるという多大な

コストを要する方式を改める条件が整ったと考えら

れる.

また，多系品種の基本的な問題点として，名

博した古い品種を席、品種として庚し交配により育成

されるため，誕生する時には原品種は全盛期が過ぎ

て時代遅れの品種になる恐れがあることが指摘され

てきた.このような指摘どおり，ササニシキBLが

普及に移された時期には，原品種ササニシキの銘柄

は威力が低下して，作付面積が減少しはじめた時期

であった. したがって， ササニシキBLlこ対して

fササニシキの復権j という多系品種の基本的な実

力以上の過大な期待が寄せられ，ササニシキとは差

別化する商品名まで用いるという苦渋の対応まで行

われてきた. しかし，多系品種は間質遺伝子品種で

あるから基本的な品種特性は原品種と同じであり，

原品種を超える威力を期待することは無理がある.

これらの経過を総括して今後の多系品種の利用

かすことが大事である.

栽培上の注意

1 いもち病真性抵抗性遺伝子以外の諸特性はササ

ニ、ンキと同じなので，栽培方法はササニシキと同

じとする.

2 多肥栽培を行ってもいもち病の抑制効果は期待

できるが，米の品質食味が低下するので，ササニ

シキ以上の多肥栽培はしない.

命名の由来

「ササニシキBLJのBLとはいもち病のBlast
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青成従事者

本品種の育成に従事した研究職員は，第43表に恭

すとおりである.

第 3号宮城壁主古川農業試験場研究報告

Diseaseの最初の2文字をとったものであり，ササ

ニシキのいもち病抵抗性を備えた間質遺伝子品種ま

たは多系品彊という意味である.
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害事成従事者第43表

02 01 ハ
リ
ハ
リ

→奨決〉

し交記→系統選抜→ 奨決 → 

→戻し交配→系統選抜〉奨決

99 98 97 96 95 94 92 93 
一一一歩

一一一歩

一一+

一一歩

1977 78 79~83 84 85 86 87 88 89 90 91 
し交配 →系統選抜→東北IL3号 →奨決
戻し交配 →系統選抜→東北IL4号 →奨決
戻し交配 →系統選抜→東北IL5号 →奨決
戻し交配→系統選抜 一〉東北IL8号 →奨決
戻し交記 →系統選抜→東北IL7号
戻し交配→系統選抜 一〉東北IL6号
戻し交配 →系統選抜 →東北IL9号

品種名
すすニシキBLl号占
すすニシキBL2号

村ニシキBL3号

すすニシキBL4号
村ニシキBL5号

すすニシキBL6号
付ニシ祁L7号 一一歩

0(3) 
0(3) 

O 

0
0
0
0
 

0(3) 

。- 0(3) 

(4) 0 0 (3) 
(4)0 一一0(3)

(4)0 
(4)0 

0(3) 

0(3) 
0(3) 
0(3) 

0(3) 
(3) 0一一一
(3)0 

O 

(4) 0 0(3) 
一一一 0(3)

(4)0 一一一一一 0(3)

(4)0 
(4)0 一一一一一
(4)0 

(4) 0 
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植
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注 1)2002年 3月現夜所属

永野邦明，千葉文弥，佐々木都彦，遠藤貴司‘現在員

佐々木武彦:仙台市在住，阿部良三，松永和久，植松克彦，滝漆浩幸 dJlls建業試験場，涌井茂:築館産業振興事務所

丹野耕一:農業・殴芸総合研究所，千葉芳員リ・農業実践大学校，岡本栄治:幾多義振興課，務木茂樹 農皮綴芸課

狩里子 篤.本吉地域差是業改良普及センター，早坂浩志，宮聖子法近 大河原地域農業改良後及センター，

黒田倫子 i息地域農業改良普及センター

2) ー一也…何時町 1987年 4 月 ~1989年 3 月 海外出張

3)八鍬和努，佐々木次雄，伊藤みよ子，千葉八千代，菅井たか子，三塚弘，佐々木宏明，山由忠幸，司王地邦徳、，後藤智津子，伊藤

せつ子，赤間とし子，伊藤芳江，新i1I裕子，村上手臼佼. (故)佐々木良子の各氏には磁場管理及び調査の協力を頂いた.

の4品種の品種名と登録番号はそれぞ、れササニシキ

BLl号，ササニシキBL2号，ササニシキBL3

ササニシキBL4号並びに f7J<稲農林間質327-

摘要

ササニシキにいもち病真性抵抗性遺伝子十，Pii， 

Pibを戻

陪327-3号，同327-4号である.

ササニシキとの同質性が不十分で、あった系統は引き

続き戻し交配が行われ，同一性が確認された系統か

ら順次ササニシキBLの構成品種として追加議録さ

れた.すなわち，東北 1L 7号は1997年にササニシ

水稲農林間質327-5号，東北 1L 6 

は1998年にササニシキBL6号，水稲農林間質327-

同327-2

号

1 

キBL5

Pik， Pik-m， Piz， Pita， Pita-2， 

し交配により組み込んだ間質遺伝子系統東北 1L 1 

号から間9号を育成した.これらの間質遺伝子系統

の中，ササニシキと向質性が確認された東北 1L 3 

陪4号，問5号，陪 8号が1994年8月にササニ

シキの同質遺伝子品種として品種名 fササニシキE

と命名され，登録番号 f水稲農林間費327号j

と命名登録された.ササニシキBLを構成する以上

Piz-t， 

LJ 
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6号として命名・登録が行われた.東北 IL 9号は

2002年に，ササニシキBL7号，水稲農林間質327-

7号として命名・登録が行われる予定である.これ

らはササニシキの同質遺伝子品種であり，いもち病

真性抵抗性以外の特性はササニシキとほぼ同じで以

下のとおりである.

1.出穂嬬・成熟期は育成地では「中生の晩j に属

する.

2.稗長は「やや長J，穂長は「中J，穂数は「多J， 

草型は「穂数型j である.

3.耐倒伏性は「弱」である.

4. いもち病喪性抵抗性遺伝子型はササニシキBL

1号がPia，Pik，ササニシキBL2号がPia，Pik-m， 

ササニシキBL3号がPia，Piz，ササニシキBL4

号がPia，Piz-t，ササニシキBL5号がPia，Pita-2， 

ザーザーニシキBL6号がPia，Pita， ササニシキBL

7号がPia，Pibと推定される.いもち病問場抵抗

性はいずれもササニシキと同じで葉いもちには

fやや弱J，穂いもちには「弱Jである.

5.障害型耐冷性は「やや弱jである.

6.収量性はササニシキと間程度である.

7. 玄米の千粒重は「やや小J.玄米の外観品質は

f上の下J，食味は「上の中Jである.

8.ササニシキBLの利用方式としては各構成品種

の交替栽培と多系埠合栽培の2通りが考えられる.

しかし交代栽培は大面積に普及する品種の場合種

子の増殖・供給が闘難で実捺的ではない.多系;昆合

栽培では擢病化した品種は取りi珠く方法がより効果

が期待できるとする考えが強かったが，大面積に普

及する品種の場合擢病化した品種も混合栽培する方

法がより現実的と考えられる.
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「ササニシキBL1号JrササニシキBL2号JrすすニシキBL3号JrササニシキBL4号Jrササニシキ」

第15間 ササニシキBL 1 号~4号の稲株

「ササニシキBL1号J rすすニシキBL2号J rササニシキBL3号J rすすニシキBL4号J rササニシキ」

第16図ササ二シキBL 1 号~4号の籾と玄米
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「ササニシキBL5号J rササニシキJ

第17図ササニシキ BL5号の稲株

「すすニシキBL5号」 「ササニシキ」

第18図 ササニシキ8し5号の籾と玄米
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「ザサニシキBL6 「ササニシキ」

第19密ササニシキBL6号の稲株

「ササニシキBL6号」 「ササニシキ」

第20隈 ササニシキBし6号の籾と玄米
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「すすニシキBL7 「ササニシキ」

第21図ササニシキBし7号の稲株

「ササニシキBL7号」 「ササニシキ」

第22図 ササニシキBL7号の籾と玄米



(2002) 第 3号宮城壁主古)11農業試験場研究報告34 

汗2 質 すすニシキBLl号 すすニシキBL2号 付ニシキBL3受 すすニシキBL4号 すすニシキBL5号 村ニシキBL6受 すすニシキBL7号 ササニシキ

階級(区分) 階級 階級 階級 階級 階級 階級 措級([K分)

型 7 (穂、数) 7 7 7 7 7 7 7 (穂、数)

長 6 (やや長) 6 6 6 6 6 6 6 (やや長)

の細太 4 (やや細) 4 4 4 4 4 4 4 (やや細)

の岡IJ 柔 7 (柔) 7 7 7 7 7 7 7 (柔)

葉の直立程度 5 (中) 5 5 5 5 5 5 5 (中)

長 5 (中) 5 5 5 5 5 5 5 (中)

数 7 (多) 7 7 7 7 7 7 7 (多)

者密度 5 (中) 5 5 5 b 5 5 5 (中)

軸の抽出度 5 (中) 5 5 5 5 5 5 5 (中)

型 3 (紡錘状) 3 3 3 3 3 3 3 (紡錘状)

色 1 (黄白) 1 l l 1 (黄白)

先 色 1 (黄白) 1 1 1 1 (黄白)

穎の色 1 (淡黄) 1 l 1 1 (淡黄)

の有無多少 2 (梅少) ワ~ つ“ 2 2 2 -“ 〉 2 (極少)

長 3 (短) 3 3 3 3 3 3 3 (短)

色 1 (黄白) 1 l 1 1 (黄白)

米の形 5 (中) 5 5 5 5 5 5 5 (中)

米の大小 4 (やや小) 4 4 4 4 4 4 4 (やや小)

米の色沢 6 (やや濃) 6 6 6 6 6 6 6 (やや濃)

米の粒 4 (やや小) 4 4 4 4 4 4 4 (やや小)

時かIj的品管 3 (上下) 3 3 3 3 3 3 3 (上下)

米の光沢 7 (大) 7 7 7 7 7 7 7 (大)

自の多少 4 (やや少) 4 4 4 4 4 4 4 (やや少)

味 2 (上中) 2 2 2 2 2 つ“ 2 (上中)

稲・陸稲の汚IJ2 (水稲) 2 2 2 2 2 2 2 (水稲)

橋の}jIJ2 梗) 2 つ“ “ つ 2 2 2 2 (鞭)

穂、 期 6(中生の晩 6 6 6 6 6 6 6(中生の晩

事丸 期 6(中生の晩 6 6 6 6 6 6 6(中生の晩

型耐冷性 6 (やや強) 6 6 6 6 6 6 6 (やや強)

発芽性 6 (やや難) 6 6 6 6 6 6 6 (やや難)

f自i伏性 7 (弱) 7 7 7 7 7 7 7 (弱)

キ立 性 3 (難) 3 3 3 3 3 3 3 (難)

も詰設定都千里 11-2 11-6 11-9 11-10 11-8 11-7 11 7 I…l 

(Pik， a) (Pik-m， a) (Piz， a) (Piz-t， a) (Pita-2， a) (Pita， a) (Pib， a) (Pia) 

しも盟瓢良性 7 (弱) 7 7 7 7 7 7 7 (弱)

しも菌場抵抗 6 (やや弱) 6 6 6 6 6 6 6 (やや弱)

銃器長国1錯誤

i括繍制服 6 (やや弱) 6 6 6 6 6 6 6 (やや弱)

儲抵長協鶴自i o (同時皇) 。 。 。 。 。 O o (林水寝室)
ミロース含量 5 (中) 5 5 5 5 5 5 5 (中)

んばく賓含量 4 (やや低) 4 4 4 4 4 4 4 (やや低)

稲種菖特性分類一覧付表

稗

稗

稗

止

穂

穂

粒

穂

穂

穎

ふ

護

苦

苦

苦

玄

玄

玄

玄

E
玄

腹

食

水

明

快

出

成

障

穂

樹

脱

苗仏
N

甚
犬
守
口
μ

ア

た



佐々木ら.ササニシキの多系品種「ササニシキ BLJについて

Multiline Rice Variet y of Sasanishiki“Sasanishiki B L " 

Takehiko SASAKI， Shinzo ABE， Kazuhisa MATSUNAGA， Eiji OKAMOTO， 

Kuniaki NAGANO， Koichi TANNO， Yoshinori CHIBA， Atsushi KANO， 

Katsuhiko UEMATSU， Hiroyuki TAKIZAWA， Hiroshi HAYASAKA ， 

Shigeru WAKUI， Tomoko KURODA， Shigeki USUKI， Bunnya CHIBA， 

Norichika MIYANO， Kunihiko SASAKI and Takashi ENDO 

Summary 

35 

Sasanishiki BL. a multiline variety of Sasanishiki with blast resistance was developed under the 

national breeding program at Miyagi Prefectural Furukawa Agricultural Experiment Station. Sasanishiki 

BL consists of seven isogenic varieties， Sasanishiki BL1 to Sasanishiki BL 7， to each of which one of the 

following blast resistance genes， Pik， Pik-m， Piz， Piz-t， Pita，Pita-2 and Pib was introduced respectively 

by backcrossing. Among the seven isogenic varieties， Sasanishiki BL1， Sasanishiki BL2， Sasanishiki BL3 

and Sasanishiki BL4 were registered in 1996， Sasanishiki BL5 in 1997， Sasanishiki BL6 in 1998 and 

Sasanishiki BL 7 is expected to be registered in 2002 by the Ministry of Agriculture， Forestry and Fishery. 

Sasanishiki BL was released in Miyagi prefecture as the first recommended multiline variety in Japan， 

which is expected to be resistant to blast injury， a major problem of Sasanishiki. 

The main characteristics of each variety of Sasanishiki BL is almost the same as those of 

Sasanishiki except for the blast resistance gene added. The blast resistance genes of each isogenic variety 

estimated from its response to inoculated blast strains are as follows: SasanishikiBL1 has Pia and Pik， 

Sasanishiki BL2 has Pia and Pikサn，Sasanishiki BL3 has Pia and Piz， Sasanishiki BL4 has Pia and Piz-t， 

Sasanishiki BL5 has Pia and Pita-2， Sasanishiki BL6 hasPia and Pita， and Sasanishiki BL7 has Pia and 

Pib. Sasanishiki BL is adaptable to the central and southern parts of Tohoku district where Sasanishiki 

has been adapted. 
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